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本書は一般国道236号（高規格幹線道路）帯広川西道路工事に伴い、財団法人北海道埋蔵文化財セ
めむろ きたふしこ

ンターが平成11年度に調査を実施した芽室町北伏古2遺跡の埋蔵文化財発掘調査報告書である。

調査および報告書の作成は、第2調査部第4調査課が行った。

本書の執筆は、佐川俊一・中田裕香・影浦覚・花岡正光、編集は佐川俊一・影浦覚が行った。各

章・節の執筆担当は以下のとおりである。なお、付篇の執筆は北海道教育庁の西脇対名夫が行っ

た。

I、 II、 Ⅱ1－1 ． 2、Ⅵ佐川俊一、Ⅲ－1 ･ 3、Ⅳ－1 ｡ 2、Ⅵ中田裕香、 IⅡ－1 ･ 2、Ⅳ

－2 影浦覚、 V 3 花岡正光

整理作業の担当は、遺構を影浦が、遺物を中田がおこなった。

石器等の石材鑑定は第1調査部第1調査課花岡正光の指導のもとに影浦覚が行った。

写真撮影は、現場・遺物ともに影浦覚が行った。

花粉分析はパリノ・サーヴェイ株式会社に委託した。

黒曜石製遺物の原材産地分析と水和層による年代測定は、京都大学原子炉実験所の章科哲男氏に

委託した。

テフラの分析は、第1調査部第1調査課の花岡正光が行った。
にししかり

北海道教育委員会が立会調査を行った芽室町西士狩5遺跡の報告についても、帯広開発建設部の

了解を得てここに収録した。

出土遺物は、芽室町教育委員会が保管する。

調査にあたっては、下記の諸機関および人々の御協力、御助言をいただいた。

芽室町教育委員会小笠原力・土田雅敏・大橋毅、帯広百年記念館北沢実・山原敏朗、帯広市

史編募委員明石博志、幕別町教育委員会大矢義明、川田工業㈱、梶美恵子、笹島香織
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記号等の説明

1．遺構は、以下の記号によって表記し、発掘調査順に番号を付した。

TP:Tピット F:焼土

遺構図中の方位は真北を、レベルは標高（単位m) を示す。なお、真北は南北方向の基線に対し

て東偏48度31分40秒である。

？
臼●

3．遺構の規模は、 「確認面での長軸長×短軸長／底面での長軸長×短軸長／確認面からの最大深」の

順で記した。一部、破壊されているものについては、現存長（ ）で、不明のものは（－）で示

した。

4．掲載した実測図等の縮尺は原則以下のとおりとし、スケールを付した。

遺構実測図 1 ： 40 剥片石器実測図 1 ： 2 礫石器実測図 1 : 3

5．遺物写真の縮尺はすべて1 ： 2である。

6．出土遺物分布図の表示は、遺物の種類別に以下の記号で示した。なお、付篇については別の記号

を使用している。

＊ ：尖頭器 □：削 器 ▼：使用痕のある剥片

●：剥 片 ●：砕 片

7．土層の混在状態は、基本土層などを用いて下記のように表している。

A+B:AとBはほぼ同量混じる

A>B:AにBが少量混じる

A>B:AにBが微量混じる

8．土層の色調は『新版標準土色帖』 （小山・竹原1967） を使用し、カラーチャートの番号を付した

ものがある。

9．土層の記述には、下記の記号・略称を用いた場合がある。

Ta-b:樽前b降下軽石堆積物

Ta-c:樽前c降下軽石堆積物

Ta-d:樽前d降下軽石堆積物

En-a:恵庭a降下軽石堆積物

Spfa-1 :支笏降下軽石堆積物l

Spfa-2 :支笏降下軽石堆積物2
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I 調査の概要

調査要項

事業名：一般国道236号（高規格幹線道路）帯広川西道路工事用地内埋蔵文化財発掘調査

委託者：北海道開発局帯広開発建設部

受託者：財団法人北海道埋蔵文化財センター

遣跡名：北伏古2遺跡（北海道教育委員会登載番号L-08 57)

所在地：河西郡芽室町字北伏古東14線18-1～18-2

調査面積：3,800㎡

調査期間：平成11年4月12日～平成12年3月31B (現地調査5月6日～6月30日）

1

2 調査体制

財団法人北海道埋蔵文化財センター

理事長大澤満

専務理事佐藤哲人（平成11年5月31日まで）

専務理事宮崎勝（平成11年6月1日から）

常務理事木村尚俊（平成11年8月16日から）

総務部長中田仁

第2調査部長

第4調査課長

主 任

文化財保護主事

鬼柳彰

佐川俊一（発掘担当者）

中田裕香（発掘担当者）

影浦覚

3 調査に至る経緯

高規格幹線道路は日本道路公団が事業主体となる「国土開発幹線自動車道」 と、国や都道府県など

が事業主体となる「一般国道の自動車専用道路」に分けられる。現在計画されている高規格幹線道路

の総延長は全国で14,000km、 このうち北海道は総延長1,816kmで全国の13%を占めている。その内訳は、

前者が1,366km、後者は450kmである。北海道の「一般国道の自動車専用道路」は現在、以下の5路線で

工事が進められている。日高自動車道、深川・留萌自動車道、旭川・紋別自動車道、函館・江差自動

車道、そして帯広・広尾自動車道である。

道東の帯広と太平洋岸の広尾を結ぶ帯広・広尾自動車道は、総延長8()kmである。平成5年4月現在、

帯広・中札内間は事業区間、中札内・広尾間は計画区間となっている。路線は北海道横断自動車道の

帯広JCT(芽室町）から南下し、十勝川と国道38号線を横断、帯広川の手前から南東に進路を変え

て帯広市内に入り、札内川を渡った後、国道236号線の東側をほぼ並行して走る。 このうち、帯広から

途中の中札内までについての計画の経緯は以下のとおりである。昭和62年6月建設大臣による高規格

幹線道路の指定、平成元年8月基本計画決定、平成5年3月環境影響評価手続き完了、同年7月整備

計画が決定された。

帯広JCTから中札内ICまでは、帯広川西道路（延長17km) と川西中札内道路（延長19km)に分

け、工事が進められている。 この区間の北海道教育委員会による埋蔵文化財の所在確認調査は、平成

6年（一部、平成9 ．10年）に芽室町内8か所、平成9年は帯広市内10か所で実施された。

今回、発掘調査を行ったのは芽室町第6地点と呼ばれた部分である。 この地点の所在確認調査は平

成6年4月、範囲確認調査は平成9年11月と平成10年11月に行われた。 これらの調査の結果、恵庭a

降下軽石堆積物(En a)起源のローム上面に旧石器時代の遺物包含層を確認した。 また、縄文の包

Z



芽室町北伏古2遺跡

含層は耕作によりほぼ完全に撹乱されていたが、Tピットが1基確認されたため他にもその存在が予

想された。 このため、平成11年度に当センターが発掘調査を行うことになったものである。

4調査結果の概要

調査の結果、恵庭a降下軽石堆積物(En-a)起源のローム上面から旧石器時代のブロック1か所

と石器等974点、縄文時代の落とし穴lか所と縄文時代の石器等9点が出土した。ブロックおよびTピ

ットはいずれも道教委の範囲確認調査の際に検出されたもので、 この他に遺構はみつからなかった。

(佐川俊一）

表I－l 出土遺物等一覧

旧石器時代の遺物 縄文時代の遺物

.、鐘~~~

~~挫謄位
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》
》

蝿
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~
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~
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合
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礫
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石 嫉

ポイント ・ナイフ
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礫
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０
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１

１
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知

１

’

０
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０

Ｏ

１

１

１

１

ｌ
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１
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１
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１

｜

調

通

一

知
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２ ３

別
一
ｍ
－
１
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２I
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II遣跡の立地と周辺の遣跡

1 遺跡の位置と環境（図II-1～3)

遺跡の所在する芽室町は、北海道南東部、十勝地方の西部中央に位置し、北は清水町、鹿追町、音

更町、東から南は帯広市、西は日高町に接する。十勝支庁所在地の帯広市からは約13km西に位置する。

芽室川、ピウカ川、美生川、帯広川などの支流を集めて町の北部を十勝川が東流する。芽室川、美生

川、十勝川の流域には沖積低地が広がる。南西部には日高山脈が走り、ピウカ川の東に上帯広台地、

西に御影台地がある。気候の特色としては、春の播種期に吹くフェーンにより局地的な強風がおこり、

風害を防止するためカラ松の防風林が多くみられる。大陸性気候のため寒暖の差が大きく年気温の最

高最低の温度差は60℃を超えるとのことである。

遺跡のある芽室町北伏古は町内でも東端に位置する。ほとんどが畑作・酪農地域で、おもな農作物

としてビート、 コムギ、バレイショ、豆類、スイートコーン、野菜などがある。 この地区の開拓は明

治32年富山県人の野澤次郎が移住したのに始まり、芽室町では西士狩に次ぐ古い開拓地である。当時

の伏古原野はしばらく帯広に属していたが、大正4年4月、伏古村廃置分合の結果、旧伏古村の北部

約5分の1が帯広町に入り、残り5分の4が芽室町に入った。 このため北伏古一帯は初めて芽室町に

編入されたものである。

調査区の北東側を通る芽室川西道路は、昭和5年に入って開通したもので、それより以前（昭和2

年頃） には今の南9線橋より南（南10線付近）に木橋を架け西方から通い作の道路としていた。北伏

古東高台は、長らく十勝監獄の用地であったが、昭和2年の分監地開放とともに移住者が続々と入地

した。芽室町と帯広市の境を流れる帯広川は川床が浅く、流れが各所で蛇行し、大半は平野部を流域

としている。 このため、明治・大正時代から沿岸住民を悩まし、洪水は数えきれないほどとのことで

ある。 『芽室町八十年史」によれば、大正11年、昭和8 ．10．22．23．28．30．31．37．40．47年の洪

水被害が記されている。 このうち昭和31 ．37年の洪水は、帯広川に架かっていた南9線橋（今の位置

よりやや上流） を流失させたとのことである。

図II 1に遺跡周辺の5万分の1旧版地形図を2種類掲載した。上段は明治42年部分修正測図、下

段は大正9年測量、昭和19年部分修正測図である。上段の図を見ると明治42年頃の遺跡周辺は広葉樹

林と荒地で、対岸には津田農場と伏古駅から帯広川の左岸沿いに1本道路があるのみで、帯広川を渡

って川西へ行く道はまだない。行政区は河西郡伏古村である。下段の昭和19年測図には、芽室町と川

西村間の道路が通じており （帯広川に架かる橋は今より少し上流側にある｡）遺跡の周辺は農地として

碁盤の目のように区画されている。 この時点でも帯広川はかなり蛇行しているが、現在では改修され

直線化されている （図II-2)。

（佐川俊一）
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芽室町北伏古2遺跡

図Ⅱ‐1 旧版地形図（上段はIﾘl治42年部分修正測図、下段は大正9年測量、昭和19年部分修正測図である。 ・印は北伏古2遺跡）
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II 遺跡の立地と周辺の遺跡

図Ⅱ‐2 遺跡の位置(★印は北伏古2遺跡国土地理院発行2万5千分の1地形図｢芽室」 「帯広南部｣を用いて作成したものである｡ ）
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II 遺跡の立地と周辺の遺跡

2 周辺の遣跡（図II-4)

遺跡は帯広川右岸の河岸段丘上に位置する。十勝団体研究会(1978)によれば遺跡がのる段丘は、
もといまつ うりかぃ

十勝平野にある9つの段丘のうち上位から4番目の基松面にあたり、売買川と帯広川にはさまれた段

丘の西端にある。図II 4は、本遺跡を中心とした5万分の1地形図『帯広』の南側約3/4の範囲に

埋蔵文化財包蔵地カード及び遺跡分布図から芽室町と帯広市の周知の遺跡を表示したものである。行

政区分上は帯広市、芽室町、音更町、幕別町の1市3町にあたる。図の上部には十勝川が東流し、南
しぶさん

北からいくつもの河川が十勝川に合流している。南からは芽室川、渋山川（芽室川の支流)、ピウカ川、
びせぃ びばうし

美生川、帯広川、ウツベツ川（帯広川の支流)、札内川、売買川（札内川の支流）が、北からは美馬牛
びまん しかりくつ おとふけ

川、美蔓川、シブサラピバウシ川、然別川、音更川、鈴藺川（音更川の支流）である。

本遺跡は芽室町内でも東端にあるため、周辺の遺跡となると帯広市の遺跡がほとんどである。本遺

跡と同一段丘上にある遺跡として最も近いのは、北東約1.5kmに芽室町西13遺跡(17)がある。 この遺

跡は丘陵上の小沢沿いにあり、時期は縄文時代中期である。 また段丘の北端には西側から帯広市三の

沢1 （22)、三の沢2 （23)、宮本（6）、自由ヶ丘（29)、柏台（5）、落合（14）の各遺跡がある。 こ

のうち宮本、自由ヶ丘、落合遺跡については、昭和58年度から帯広市教育委員会により発掘調査が行

われ、遺跡の時期、性格がある程度わかっているようである。段丘北端の遺跡群は、落合遺跡を除く

と縄文時代の遺跡が集中しているようである。

一方、売買川に面した基松面段丘上には旧石器時代の南町1 （38)、南町2 （39)、大空（8）の各

遺跡がある。 これらの遺跡も平成3年から帯広市教育委員会により発掘調査が行われた。基松面より

一段低い上札内1面には、縄文早期末葉の棚瀬遺跡（3）、縄文晩期の南町3遺跡（40）がある。対岸

の売買川右岸には、旧石器～縄文時代の稲田l、川西B、川西C遺跡がある。

一方、本遺跡の対岸、帯広川上流約3km (上札内1面）の地点には芽室町の中伏古1遺跡がある。

昭和55年に行われた道教委の一般分布調査によれば、道路のカッティング面から多数の土器片（縄文

中期末～後期初)、石冠、黒曜石片、炉石などが表採され集落跡の存在が予想されている。

本遺跡は帯広川右岸の段丘縁ではじめてみつかったもので、上流側には遺跡の存在が予想される。

（佐川俊一）
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II 遺跡の立地と周辺の遺跡

表II-1 周辺の遺跡一覧（帯広市内）

No~ 遺跡名

3 棚瀬

5 柏台

6 宮本

7 西帯広1

8 大空

9 西

10 中村

11 競馬場西

12暁

13 西7条

14落合

15西6条

16 川西A

17 川西B

18 川西C

21 西帯広2

22三の沢1

23三の沢2

29 自由ヶ丘

38南町1

39南町2

40南町3

41稲田1

ア擦

○

続

○

○

○

Ｖ

○

○

○

○

○

Ⅳ

○

○

○

~

Ⅲ

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

１ １１

○

○

○

亀

○

；旧

○

○

○

標高(m)

80

80

70

50

80

40

35

40

40

50

65

50

60

65

65

50

80

70

70

80

80

70

67～72

備 考（調査・文献）

自衛隊構内

*l S58～60、H5 ． 6調査

*2 H3～7調査

＊3

＊4

*5 S36．58．59．61．62、H1調査

*6 H3 ． 9調査

Lノ

○

○

○

○
’
○

’

’

○

’

’

○
’
○
’
○
’
○
’

○
○
’
○
’
○
’
○

*7 H8～調査継続中

○ ○

S59調査

H6調査

H6調査

H6調査

H7 ． 8調査

報
一
報
一
籾
一
報
一
州

○
’
○

'○

○’ ’○｜ ’
＊時期の凡例は下記の通り。表中のNO.は北海道教育委員会の遺跡登載番号（一部）である。

旧：旧石器時代 縄：縄文時代 I :縄文時代早期 II :縄文時代前期

III :縄文時代中期 Ⅳ：縄文時代後期 V:縄文時代晩期 続：続縄文時代
擦：擦文時代 ア：アイヌ文化期

佐藤訓敏ほか（1986） 『帯広・宮本遺跡」帯広市埋蔵文化財調査報告3

北沢実編(1995) 『帯広・宮本遺跡2』帯広市埋蔵文化財調査報告13

北沢実編(1993) 『帯広・大空遺跡』帯広市埋蔵文化財調査報告12

坂詰秀一・木村進(1960) 「帯広市緑ケ丘西遺跡について」 『先史時代」第10輯

河野広道（1954） 『北海道のストーンサークルと環状石離」日本人類学民族学大会抄録

河野広道（1956） 『北海道御殿山ケールンについて』日本人類学民族学大会抄録

駒井和愛(1959) 「野中中村遺跡の調査報告」 （第一次）

駒井和愛(1961) 「旧帯広川中村遺跡調査報告」 （第二次）

坂詰秀一・木村進（1960） 「帯広市緑ケ丘西遺跡について」 『先史時代』第10輯

明石博志(1960) 『帯広暁台地遺跡について、予備調査報告1」

明石博志(1960) 「帯広暁台地遺跡について（その1)」 『郷土十勝』第2号

明石博志(1963) 「帯広暁台地遺跡について（その2)」 『郷土十勝』第3号
明石博志（1965） 「暁遺跡」 『郷土十勝』第5号

河野広道（1961） 「帯広暁台地遺跡調査報告」 『アイヌ・モシリ』第5 ． 6号合併

畑宏明(1984) 「暁式土器に伴う石器群について」 『河野博士没後20年記念論文集」

佐藤訓敏・北沢実編（1985） 『帯広・暁遺跡』帯広市埋蔵文化財調査報告1

佐藤訓敏・北沢実編(1986) 『帯広・暁遺跡2』帯広市埋蔵文化財調査報告5

北沢実編（1988） 『帯広・暁遺跡3』帯広市埋蔵文化財調査報告7

北沢実編（1991） 『帯広・暁遺跡4」帯広市埋蔵文化財調査報告9

北沢実編(1989) 「帯広市暁遺跡の発掘調査第5次調査報告書一』十勝考古学研究所調査報告I
北沢実編（1992） 『帯広・落合遺跡』帯広市埋蔵文化財調査報告11

山原敏朗編（1999） 『帯広・落合遺跡2」帯広市埋蔵文化財調査報告17

北沢実編（1998） 『帯広・川西C遺跡』帯広市埋蔵文化財調査報告16

佐藤訓敏・大矢義明編（1986） 『帯広・自由ケ丘遺跡』帯広市埋蔵文化財調査報告4

北沢実・山原敏朗編（1995） 『帯広・南町遺跡』帯広市埋蔵文化財調査報告14

北沢実・山原敏朗編（1997） 『帯広・稲田l遺跡」帯広市埋蔵文化財調査報告15

＊1

２

３

４

＊

＊

＊

＊5

＊6

＊7

＊8

＊9

＊10
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芽室町北伏古2遺跡

表II-2 周辺の遺跡一覧（芽室町内）

Ｍ

１

２

３

６

ｍ

ｕ

皿

Ｅ

ｕ

賜

略

Ⅳ

喝

凹

訓

拓

師

認

鋤

娼

妬

別

弱

説

遺跡名 旧縄I II IIINV続擦ｱ標高(m) 備 考(調査･文献)

国見山チャシ跡 ○ 110 丘先式

国見 ○○ 50

大和台地 ○ ○○ 70～80

大成 ○ 80

美蔓 ○○ 75～80 *l H5調査

小林 ○○○ 75 *2 S40．41、H3 ． 4 ． 9 ･ 10調査

笹島 ○ 75

元町 ○ 70 破壊

西芽室1 0 100

西芽室2 ○ 110

高岩1 ○○○ 110

西13 0 85

中伏古1 ○○ 100

坂の上2 ○○○ 145

坂の上1 ○○○ 165

芽室太 ○○ 70

美蔓2 ○○○○ 80

美蔓3 ○○○ 80

美蔓4 ○○○○ 80

美蔓5 ○ 80

北芽室 ○○ 75～80

西士狩5 0 130 *3 H9 ･10調査

川北温泉 ○○ 76

北伏古2 ○○ 93 *3 H11調査

丘先式
５

室狩

芽士
北西

~

＊時期の凡例は、表II-1に同じ。表中のNOは北海道教育委員会の遺跡登載番号（一部）である。

佐藤忠雄編（1993） 『美蔓遺跡』

芽室町教育委員会（1968） 『芽室町小林遺跡調査報告」

佐藤忠雄編（1991） 『小林遺跡』

佐藤忠雄編（1992） 『小林遺跡A・B地点」
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Ⅲ調査の方法

l 発掘区の設定と調査方法（図Ⅲ 1 ． 2）

発掘区の設定現地調査の基本図は、平成9年3月調査の帯広川西道路用地測量現況平面図1000分

の1を使用した。測点SP9900とSP10000を結びグリッドの基線(Iライン） とした。基線の北東側

は4mおきにH・G･F……Bとし、南西側は』 ．K･L……Sとした。縦の基線は用地杭R152と上

記の基線Iラインが直交したラインを25ラインとし、 これと平行に北西方向へ4mおきに24･23･22

……2とした。それぞれの交点上に杭を打ち、グリッドに画された北側の杭を4m四方の方形の呼称

とした。基準杭の座標値の成果は以下のとおりである。座標系は平面直角座標第XⅢ系である。なお、

水準測量は北海道開発局が設置した帯広広尾自動車道の既設3級基準点H5-19 (H=95.087m)を使

用した。

SP-9900 X=-124068.214 Y=-91838.824

SP-10000 X= 124134.438 Y= 91763.898

R 152 X= 124141.303 Y=-91796.418

（佐川俊一）

調査の方法調査範囲は主に畑地として利用されていた。 このため林部分に相当するわずかな地区、

4ライン以西を除くと、大部分は耕作によってⅥ層上部まで撹乱が及んでいた。調査は重機でこの耕

作土を除去し、Ⅵ層上部を人力で精査することから開始した。 この結果、北海道教育委員会の範囲確

認調査で掘削したトレンチ跡が北東一南西方向に3本、ほぼ等間隔で並列して検出された（図IⅡ－2）。

このうち中央のトレンチについては旧石器ブロックの存在が予想されていたため、 まず最初にこのト
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芽室町北伏古2遺跡

レンチの埋土を掘り上げた。 また、委託者からは側道部として計画しているNライン以南を優先して

調査するよう要請された経緯から、同時にNラインに沿ってグリッドおよびトレンチ調査を行った。

Nラインのトレンチ調査とV層以上（黒色土）が残存していた林部分の調査により、基本土層は表

土から基盤の礫層までI～mに分層した。 このうち遺物包含層はⅥ層である （Ⅲ－2参照)。

中央の試掘トレンチを調査した結果、 J-19グリッド杭の周囲のⅥ層上部から剥片・砕片がまとま

って出土した。 このため』ラインに沿ってⅦ層であるEn-a降下軽石層上面の深さまでトレンチを設

定し、併せてJ-19区に隣接するグリッドを同じくⅦ層上面まで掘り下げ、ブロックの広がりを把握

することに努めた。 この付近のⅦ層上面までのグリッド調査は21か所に及んだが、結局、ブロックは

1か所の検出にとどまった。

旧石器の確認は、他にE、H、 L、Q、 Sの各ライン沿いにトレンチを設定しⅧ層についても遺物

包含層の可能性があるため、 ここまで掘り下げ調査を行った。またN、 Sラインは重機を併用してⅨ

層中まで深掘りを行ったが、遺物は全く得られなかった。

調査の終盤では、 J-19区付近のグリッド調査と並行して、Ⅵ層の精査を調査区全体にわたって繰

り返したが、事前の調査で検出されていたTピット1基と旧石器のブロックlか所以外には何も検出

されなかった。 （影浦覚）

遺物の取り上げ・整理の方法 I層出土の遺物は、 4m×4mの発掘区ごとに取り上げを行った。

Ⅵ層から出土した遺物については、遺物の個々に発掘区を単位とした番号を付け、発掘区内での出

十位置、標高、層位を台帳に記録して取り上げた。 これらの遺物は現地で水洗、分類を行った。

整理作業時には、遺物の接合、実測、計測、集計を行った。Ⅵ層出土の遺物は1/20の縮尺で発掘区

ごとに出土状況図を作成した。 （中田裕香）

，三拝購
う 藤里閻
男需=遷噺~二ｺ目
龍'詫三糯亘霊詣
聖－M(､ /) ~)MI {K=H､jIJ
高1判､~(-jrLN_,E|、 | ,_､||_

福鴎鴫輔鴨三医
ソ､~h~j_､W』｢Nu－－十一ﾄ_j
1Z[[､ |IMFSIJ二｣．狸

塞EA上一LlZ_璽墾墨玉曇

、~
~、 G

H

~
~~

I

』

fJ-｢雨~「「〈
1も | | r模聖j－ l

⑲
マ

⑨

Ｐ
｜
生

Ｑ

’R
95

S
~

'25'15|,0 |20’5

n｡石…＝…
※等高線は耕作土除去後の地形を表す

卜Lノー〆ラニ「一一一一－1

O

’
20m

1

図Ⅲ-2 調査の方法

Z2



111 調査の方法

2 基本土層（図IⅡ－3～5）

調査区の大半は畑地として利用されていたため、長年の耕作により地層はⅥ層まで撹乱が及んでい

た。 このため、比較的良好に黒色土が残存していた林部分のR－2区に重機で深さ約4mのトレンチ

を入れ、表土から基盤礫までの堆積状況を観察し、 これを土層区分の基準とした（図版3－1)。本遺

跡はインボリューションによる層の擾乱が著しく、かなりの部分で混土状態が観察された。Ⅵ層以下

の層位については、Nラインに沿って設定したトレンチの堆積状況とも比較し併せて検討している。

以下、各土層説明を記載する。

I層：表土・耕作土。層厚約20～50cm｡

II層：黒色粘土質腐植土。層厚約5cm。

Ⅲ層：暗褐色粘土質腐植土。層厚約5cm。

Ⅳ層gTa-d (樽前d降下軽石堆積物)。明赤褐色を

呈する。層厚約5cm。

V層：黒褐色粘土質腐植土。層厚約5～15cm。

Ⅵ層：明褐色ローム。層厚約30～40cm・暗色がかった

しまりの強いローム薄層を間にはさむ。凍上現象によっ

て、 ところどころでEn-a降下軽石層が混じる。ダマ状

に固まりやすい傾向がある。下部は部分的にしまりが強

いところがあり、 これをⅥ'層とした。ブロック1は本層

の上部で検出された。

Ⅶ層:En-a (恵庭a降下軽石堆積物)。層厚約20～40

cm･上部は構成物が細粒化する傾向がある。比較的厚く

堆積しているが、凍上現象による下位の層の貫入により、

ところどころで層が途切れている。

Ⅷ層：褐色ローム。層厚約5～10cm。

Ⅸ層：明黄褐色ローム。層厚約230～300cm。複数の砂

質降下軽石を不規則に含む。 これらの降下軽石は凍上現

象によって著しく擾乱したものであるが、いずれも支笏

軽石流堆積物を起源とする可能性が強い。なお本層の中

位においては、凍上現象により2m以上浮揚した人頭大

の基盤礫が一部で確認された。

X層：青灰白色粘土。層厚約40cm。直径10cm以下の小

円礫を混入する。水成層で黒雲母を多く含む。

Ⅲ層：基盤礫。地表下約4mで確認される。礫は概ね

丸みを帯び、大きさは拳大か、それより小さなものが多

い。青灰白色を呈し、水が湧く。

（影浦覚）
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図Ⅲ-3 基本土層模式図
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芽室町北伏古2遺跡

凍上現象による礫の移動（図III-6) Nラ

インの土層断面を実測するために、重機により

幅約2mのトレンチをNラインの南西側に掘削

中、N-12区のⅨ層中にて長さ約28cmの亜角礫

が1点出土した。遺物の可能性があるため、周

囲約30㎡、平面で深さ10cmほど人力により掘り

下げたが、少量の礫のほかに明確な遺物は出土

しなかった。 このため、凍上現象により下層の

礫が持ち上げられたのかを確認するため、 1.4m

×1.6mのテストピットを礫層が出るまで掘開し

た。掘り下げていくにつれ、南西側の断面には

下から持ち上げられたと思われる礫が次々と出

土し、約2m掘り下げたところで基盤の段丘礫

層に到達した。図III-6上段にテストピットと

最初に検出した礫の位置、下段にテストピット

南西側の土層断面を掲載した。土層説明は以下

の通りである。

なお、最初に検出した礫および土層断面の礫

合計59点について円磨度、形態、石材、大きさ

を調べて一覧表に示した（表III-1)。

（佐川俊一）
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図Ⅲ-6 凍上現象の土層断面

土居詳記

黄褐色ローム。古土壌と思われる明るいチョコ帯(5YR4/3) とSpfa-1あるいはSpfa 2が層状あるいは粒
状に入る。

黄褐色ローム。西壁寄りでは4層に似るが3層も混じる。本層中には4層も層状に入る。
明黄褐色ローム(10YR6/6)。

暗黄褐色ローム(10YR4/6)。礫層の礫が下から持ち上がっている。径1～2mmの炭化物を含む。
黄褐色ローム。 3層と4層の中間の色調である。

暗黄褐色粘土。古土壌のような明るいチョコレート色土を少量含む。色調は4層に似るが、チョコレート色土の分
布が均一でなく大きな粒状で入る。

明黄褐色粘土.(10YR6/8)。水分を含むためか、 5層より白っぽく見える。

明黄褐色粘土。 7層と同じ色調だが、礫を含む。大きなものは拳大で、形態は亜角礫から円礫である。基本土層の
Ⅲ層。
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芽室町北伏古2遺跡

3 遺物の分類

出土した石器は器種ごとの大分類に留め、記号等による細分は行っていない。

｜日石器は、尖頭器、削器、使用痕のある剥片、剥片、砕片、たたき石がある。剥片と砕片は、大き

さがlcm以上のものを剥片、それより小さいものを砕片とした。

縄文時代の石器には、石嫉、ポイントまたはナイフ、たたき石がある。

(中田裕香）
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Ⅳ潰構し漬物

1 旧石器時代の遺構と遣物（図Ⅳ－1～5）

（1）概要

旧石器時代の遺物は、調査区の東側、HラインからOラインまでと15ラインから25ラインまでのⅥ

層上層中に分布する （図Ⅳ－1)｡En-aが降下した後の石器群である。

H-19区、 1-18･19区、 J-18．19区、K-18･19区に遺物の集中する地点があり、ブロック1と

した(図Ⅳ－2）。

遺物点数は974点で、ほとんどはブロック1から出土した剥片・砕片である。石材は、ブロック外か

ら出土したたたき石（図Ⅳ－3-10)以外、すべて黒曜石である。

（2）ブロック1 （図Ⅳ－2～5）

概要

ブロック1の範囲は、 10m×9m程で、面積は約70㎡である （図Ⅳ－2)。

試掘調査時に掘られたトレンチで、 J-19区の杭の周辺にあたる部分から剥片・砕片が出土したこ

とにより確認された。

遺物は957点出土した。内訳は尖頭器4点、削器1点、使用痕のある剥片39点、剥片348点、砕片563

点で、剥片・砕片の両者で出土点数の95％を占める。

遺物はJ-19区の杭の周辺に密集している。図Ⅳ 3－1の尖頭器と4の削器はブロックの東隅か

ら出土した（図Ⅳ 4 ． 5）。垂直分布はH-19区、 1-18･19区についてはIラインに、 J-18．19

区についてはJラインに全点を投影したものである。

遺物（図Ⅳ－3－1～9）

1～3は尖頭器である。 1はH-19･ 1-19区から2つに割れた状態で出土し、どちらも腹面を上

にしていた。素材は石刃で、片面加工が施されているが､調整は粗く、末成品と思われる｡折れた部分に

は刃こぼれ状の剥離痕がみられる。2は尖頭部の破片である。3は試掘調査時のトレンチの埋土から出

土した基部の破片で、2と同一母岩と思われる｡両面とも加工が施されているが､腹面には主剥離面が残

る。

4は石刃を素材とした削器で、背面に角礫面を残す。縁片に二次加工が施されている。端部への加

工も認められ、掻器の未成品の可能性がある。

5 ． 6 ． 8は尖頭器の調整に伴うと思われる剥片で

ある。 7 ． 8は背面の左側縁に刃こぼれ状の使用痕が表W-1 ブロック1出土石器一覧
あり、 7は背面に頭部調整がみられる。 9は剥片が接

合したものである （図Ⅳ－5）。

2～6， 8 ． 9は赤褐色～褐色の筋や斑を含み、 「花

十勝」 とよばれる黒曜石を素材にしている。 これらは

肉眼で見る限り、 4個以上の異なった母岩から剥離さ

れたと思われる。剥片・砕片のうち、 「花十勝」 と認め

ることのできるものは1-19区に多い。

、

~～出土層位

類､~～
B調査

埋土

△． 三｜
口 ロ’VI E

種 ～

尖 頭 器 3 1 4

削 器 1 0 1

使用痕ある剥片 37 2 39

剥 片 317 31 348

片砕 553 10 563

礫 1 1 2

合 計 912 45 957

' 2
15 1 957

（3）ブロック外の遺物（図Ⅳ－3－10)

10はたたき石で、礫の縁辺に敲打痕がある。石材は

泥岩である。 （中田裕香）
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Ⅳ遺構と遺物
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表Ⅳ－2 ブロック1掲載石器一覧
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芽室町北伏古2遺跡

2 縄文時代の遺構と遺物（図Ⅳ－6 ． 7）
(1)遺構

事前の調査でTピット1基が検出されたことから、縄文時代の遺構として、Tピットとその他のピ
ットについて複数基の存在を予想し調査を進めていたが､結局Tピット1基のみの検出にとどまった。
TP-1

位 置:H-14 規 模: (3.09) ×0.66/ (2.85) ×0.24/1.48m
平面形：長楕円形 長軸方向:N-43o－E

調査区北東部に位置する。北海道教育委員会による範囲確認調査の際、存在が確認されていた。テ

ストピットの埋土を掘り上げ壁を精査、短軸の覆土堆積状況を確認した。次いでⅥ層上面を精査して、

長楕円形の落ち込み範囲を確認した。長軸を北東一南西方向に持ち、テストピットによって北東端を

欠くが、長軸は残存部分でも3mを越えることが明らかになった。粘性のあるローム層を掘り込んで

おり、底面は平坦、壁は垂直に立ち上がっている。底面での杭跡は検出されなかった。垂直に立ち上

がる壁の幅は非常に狭い。上部が開口しているのは、脆弱なEn-a降下軽石層を境にしていることか

ら、崩落によるものと考えられる。長軸断面を半割し、覆土の堆積状況を確認したところ、 84枚に覆

土を分層することができた。少しずつ埋もれていったものと思われる。埋没過程については、覆土63

などいくつかの筋状を呈した覆土の堆積状況から、北東部分より埋もれていったことが推測される。

覆土内から遺物は出土していない。 （影浦覚）
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Ⅳ遺構と遺物
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土層註記

黒褐色土

灰茶褐色土

黄褐色ローム＞灰茶褐色土

黄褐色ローム＋黒色土（斑状）

黄褐色ローム>>黒色土（斑状）

黄褐色ローム＞灰茶褐色土

暗褐色土＞黄褐色ローム

黒褐色土

黄褐色ローム＞暗褐色土

暗褐色土十黄褐色ローム（均質に混ざる）

黒色土十黄褐色ローム十En－a火山灰

灰茶褐色土十黄褐色ローム

黄褐色ローム>>黒色土（粘性強）

黒色土十暗褐色土十黄褐色ローム

黄褐色ローム＞En－a火山灰＞黒色土

暗褐色土十黄褐色ローム＋En－a火山灰

暗褐色土＞黄褐色ローム(En－a微量混入）

暗褐色土＞En－a火山灰＞黄褐色ローム

黄褐色ローム（黒色土・En－a微量混入）

黄褐色ローム>>黒色±（En－a微量混入）

黒色土十黄褐色ローム＋En－a火山灰

En－a火山灰十黄褐色ローム

暗褐色土十黄褐色ローム（En－a微量混入）

En－a火山灰（暗褐色土微量混入）

暗褐色土（黄褐色ローム微量混入）

黄褐色ローム（綴密．硬い）

黒色土＞黄褐色ローム

黄褐色ローム>>黒色土十En－a火山灰（粘性強）

暗褐色土十En－a火山灰

黒色土＞黄褐色ローム（斑状）

黄褐色ローム>>En－a火山灰（徴密．硬い）

暗褐色土＞黄褐色ローム

黒色土＞黄褐色ローム

暗褐色土十En－a火山灰

黄褐色ローム

暗褐色土十En－a火山灰>>黄褐色ローム

En－a火山灰（黄褐色ローム微量混入）

黄褐色ローム＞En－a火山灰

暗褐色土十黄褐色ローム

黄褐色ローム＋En－a火山灰

黄褐色ローム（粘性強）

黄褐色ローム>>En－a火山灰

黒色土十En－a火山灰

En－a火山灰>>黄褐色ローム

黄褐色ローム（黒色土微量混入）

En－a火山灰>>黒色土
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黄褐色ローム（織密｡硬い）
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黄褐色ローム（粘性強）

En－a火山灰＞黒色土

黒色土

黄褐色ローム＋En－a火山灰（黒色土微量混入）

En－a火山灰>>黄褐色ローム

黒色土（粘性強）

En－a火山灰＞黒色土

黄褐色ローム（粘性強）

黄褐色ローム＋En－a火山灰（黒色土微量混入）
En－a火山灰（黒色土微量混入）

黒色土十暗褐色土

En－a火山灰（黒色土微量混入）

黒色土（暗褐色土・En－a微量混入）

暗褐色土＞黒色土＞黄褐色ローム

黒色土十黄褐色ローム

En－a火山灰＞黄褐色ローム＋黒色土

黄褐色ローム＞黒色土(En－a微量混入）

黒色土（黄褐色ローム粒状混入）
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芽室町北伏古2遺跡

（2）遺物（図Ⅳ－8）

Ta dよりも上位の層は耕作のためほとんどの調査区で削平されており、遺物はI層や風倒木痕等
から出土した。

lは無茎平基の石鍼で、重機によって耕作土を除去した時に出土したものである。腹面には主剥離

面が残る。 2はポイントまたはナイフの破片で、基部にえぐりがある。 1 ． 2の石材は黒曜石で、 2
には球穎が含まれている。

3はたたき石で、両端に使用痕がある。石材は花崗岩である。 （中田裕香）
＝～
珸導､v3－、 蝉:窓~:)沙竿
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図W-8 石器

表Ⅳ－3 掲載石器一覧

１

２

３

藷

手

図

Ⅳ図

名称 発掘区

石 雛 不明

ポイント ・ナイフ C 19

たたき石 R－2

遺物番号

1

1

層位

I

風倒木

風倒木

長さ(cm)

1．4

（2.4）

19．0

幅(cm)

0．8

(2.3）

10．1

厚さ(cIn)

0．15

0．9

6.1

重さ(9)

0.2

（4.8）

1230

石材

黒曜石

黒曜石

花崗岩口’
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v 自然科学的手法による分析結果

1 北伏古2遺跡の花粉分析について
パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

本地域の地形は、鮮新統～下部更新統を基盤として北と南からそれぞれ十勝川に向かって緩く傾斜

するいくつかの扇状地地形・段丘地形と、その問を南北方向の流路をとる十勝川の諸支流および氾濫

源からなるとされている （松澤ほか,1981)。本遺跡は、基松面・上札内1面。上札内IIa面・上札内

IIb面・中札内面に区分されている上帯広台地（松井ほか,1978;松澤ほか,1981)の中でも帯広川右岸

の基松面に位置する。

これまでの発掘調査で旧石器時代の遺物や縄文時代の土坑や石鍼が検出されている。今回は、旧石

器時代以降における遺跡周辺植生について検討することを目的として花粉分析を実施する。

1．層序と試料

調査区内の層序はI層～Ⅲ層に分層されている。各層は、Ⅲ層が砂礫、 X層が円礫を含む青灰白色

粘土、Ⅸ層が支笏降下火砕堆積物(Spfa 1)を含むローム、Ⅷ層が暗褐色ローム、Ⅷ層が恵庭a降

下軽石層(En a)、Ⅵ層が黄褐色ローム、 V層が黒褐色粘土質腐植土、Ⅳ層が樽前d降下火砕堆積

物(Ta-d)、Ⅲ層が黒褐色粘土質腐植土、 II層が黒色粘土質腐植土、 I層が現表土とされる。なお、

Spfa-1の年代は従来3.1～3.4万年前とされてきた（町田・新井,1992)が、最近の調査によると3.8

～3.9万年前と推定されている （加藤ほか,1995)。 また、En-aが約1.7万年前（加藤,1994)、Ta-d

が約8,000～9,000年前（町田・新井,1992)に噴出したとされる。旧石器時代の遺物包含層は、Ⅵ層で

ある。

土壌試料は、A地点･B地点･C地点から合計17点（試料番号l～17)が採取された（図1)。花粉

分析は、A地点および

B地点から採取された

試料を用いた。

B地点
層
名 N－6区）

標高（、）

>〈
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梱
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2．花粉分析の方法

試料を湿重で約10g

秤量し、水酸化カリウ

ム処理、節別、重液分

離（臭化亜鉛、比重

2.3)、フシ化水素酸処

理、アセトリシス処理

（無水酢酸：濃硫酸＝

9 : 1)の順に物理・

化学的な処理を施して

花粉・胞子化石を分

離・濃集する。処理後
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芽室町北伏古2遺跡

の残澄をグリセリンで封入してプレパラートを作製した後、光学顕微鏡下でプレパラート全面を走査

し、出現する全ての種類について同定・計数を行う。結果は同定・計数結果の一覧表として表示する。

なお、表中で複数の種類をハイフォン（－）で結んだものは種類間の区別が困難なものを示す。

3．結果および考察

結果を表1に示す。各試料とも花

粉化石は、ほとんど検出されない。

特に、A地点試料番号1～6および

B地点試料番号11は無化石である。

この他の試料では、木本花粉のトウ

ヒ属・マツ属・ハンノキ属・コナラ

属コナラ亜属・ニレ属一ケヤキ属、

草本花粉のイネ科・カヤツリグサ

科・オミナエシ属・ヨモギ属・キク

亜科、シダ類胞子の合計11種類が検

出される。ただし、 これらの化石は

保存状態が極めて悪く、外膜が溶け

て薄くなっていたり、壊れている。

本地域の古植生について、山田（本地域の古植生について、山田（

表1 花粉分析結果

７

種 類

試料番号 l 2

木本花粉

A地点
3 4

B地点

8 9 10 1 1『

トウヒ属

マツ属

ハンノキ属

コナラ属コナラ亜属

ニレ属一ケヤキ属
草本花粉
イネ科

カヤツリグサ科

オミナエシ属

ヨモギ属

キク亜科

シダ類胞子
シダ類胞子
合計

木本花粉

草本花粉

シダ類胞子
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０
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０
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ｊ

ｎ

４

ｎ

Ｕ

総計 0 0 0 0 0 0 2 29 5 5 0

1998） を参考にすると、その概略は次の通りである。約35,000~

25,000年前に亜寒帯性針葉樹林が存在しており、約20,000年前になると場所によって森林ツンドラとな

っていたと推定され、約10,000年前以降になると落葉広葉樹林が増加したと推定されている。 また、

十勝平野などは約3万年前になると、Spfa-1やEn-aを母材とした古砂丘が発達して乾燥草原の状

態となっていたと考えられている （山田,1998)。今回、堆積物中から僅かに検出された種類は、当時、

遺跡周辺に成育していた母植物に由来している可能性がある。しかし、花粉化石の検出個体数が少な

く、 さらに保存状態が悪いことから、今回の花粉分析結果から当時の植生を検討することができない。

花粉化石が検出されない原因は、遺跡が段丘上に位置することを考えると、好気的な環境であったた

めに化学的な酸化や土壌微生物の影響により分解・消失したのかもしれない。花粉化石は還元条件下

で長期間保存されることから、今後、帯広川流域に広がる低地の調査を行い、テフラ層序に基づいて

比較・検討することで当時の植生について検討することが可能となるであろう。

引用文献

星野フサ・小坂利幸(1978)鮮新統・更新統の花粉分析．地団研專報22 「十勝平野｣, p.275-291,地学団体研究会
五十嵐八枝子・五十嵐恒夫・大丸祐武・山田治・宮城豊彦・松下勝秀・平松和彦（1993）剣淵盆地と富良野盆地にお

ける32000年間の植生変遷史．第四紀研究32,p.89-105

加藤茂弘(1994)恵庭a降下軽石層の降下年代とその降下前後の古気候．地理学評論67A, p.45-54.
加藤茂弘・山縣耕太郎・奥村晃史（1995）支笏・クッタラ両火山起源のテフラに関する加速器質量分析(AMS)法に

よる14C年代．第四紀研究34,p､309-313.

町田洋・新井房夫（1992）火山灰アトラス［日本列島とその周辺]､276p， ，東京大学出版会・
松井愈・野川潔・小坂利幸(1978)十勝平野の地形と地質．地団研専報22 「十勝平野｣, p､107-149,地学団体研究

会．

松澤逸巳・松井愈・近藤祐弘・瀬川秀良・田中実・小久保公司(1981)帯広地域の地質．地域地質研究報告5万分
の1図幅,82p. ,地質調査所．

山田悟郎(1998)北海道の植生史(1) －北北海道．安田喜憲・三好教夫編「図説日本列島植生史｣, p.39-50,朝倉書
店．

詔



V 自然科学的手法による分析結果

虫
心

⑪

熱

〆 ､ 〃

や、

、
罰 、; 〆繊X

･

ぬ１

毛ゞ ？* 《●

i ゞ

~ & ・ ~〃# ｽ~

渋

■P

無

r

、

排

勺4

録 リ
予寸＃

野
１

hl

~~

巻
甦 暮

勺 礼
〃

℃
、
、

今

、
輯

凸

､~､』
野 へ

，4

魁

屯
、

牛▲ ’金

6
一
、封

』、~一

鐸 や 心

畿 f
魅君

b

毎 雲
1 －陣巷趣 β

鞍

瞳

幻
尿

／ 8
今

花粉分析プレパラート内の状況写真

2．状況写真(A地点; 3)

4．状況写真(A地点; 7)

6．状況写真(B地点; 9)

8．状況写真(B地点; 11)

100"
J~図版1

(A地点；

(A地点；

(B地点；

(B地点；

状況写真

状況写真

状況写真

状況写真

１
１
１
１１

２

５

８

Ｋ

１

３

５

［

29





V 自然科学的手法による分析結果

2 芽室町北伏古2遺跡出土の黒曜石製石器の原材産地分析
および非破壊分析による水和層の測定

彙科哲男

(京都大学原子炉実験所）

はじめに

石器石材の産地を自然科学的な手法を用いて、客観的に、かつ定量的に推定し、古代の交流、交易

および文化圏、交易圏を探ると言う目的で、蛍光X線分析法によりサヌカイトおよび黒曜石遺物の石

材産地推定を行なっている''2.3)。

黒曜石、サヌカイトなどの主成分組成は、原産地ごとに大きな差はみられないが、不純物として含

有される微量成分組成には異同があると考えられるため、微量成分を中心に元素分析を行ない、 これ

を産地を特定する指標とした。分類の指標とする元素組成を遺物について求め、あらかじめ、各原産

地ごとに数十個の原石を分析して求めておいた各原石群の元素組成の平均値、分散などと遣物のそれ

を対比して産地を推定する。 この際多変量解析の手法を用いて、各産地に帰属される確率を求めて産

地を同定する。

蛍光X線分析法は試料を破壊せずに分析することができて、かつ、試料調整が単純、測定の操作も

簡単である。石器のような古代人の日用品で多数の試料を分析しなければ遺跡の正しい性格が分から

ないという場合にはことさら有利な分析法である。今回分析を行なった試料は、芽室町に位置する北

伏古2遣跡の旧石器時代中心の黒曜石製石器、剥片合計10個の産地分析および非破壊分析による水和

層厚さの結果が得られたので報告する。

黒曜石原石の分析

黒曜石原石の風化面を打ち欠き、新鮮面を出し、塊状の試料を作り、エネルギ分散型蛍光X線分

析装置によって元素分析を行なう。主に分析した元素はK、Ca、Ti 、Mn、Fe、Rb、 Sr、

Y、 Zr、Nbの各元素である。塊試料の形状差による分析値への影響を打ち消すために元素量の比

を取り、それでもって産地を特定する指標とした。黒曜石は、Ca/K、Ti/K、Mn/Zr、 Fe

/Zr、Rb/Zr、 Sr/Zr、Y/Zr、Nb/Zrの比量をそれぞれ用いる。黒曜石の原産地

は北海道、東北、北陸東関東、中信高原、伊豆箱根、伊豆七島の神津島、山陰、九州の各地に黒曜

石の原産地は分布する。調査を終えた原産地を図1に示す。黒曜石原産地のほとんどすべてがつくさ

れている。元素組成によってこれら原石を分類し表1に示す。 この原石群に原石産地は不明の遺物で

作った遺物群を加えると170個の原石群になる。 ここでは北海道地域および一部の東北地域の産地に

ついて記述すると、白滝地域の原産地は、北海道紋別郡白滝村に位置し、鹿砦北方2kmの採石場の赤

石山の露頭、鹿砦東方約2kmの幌加沢地点、 また白土沢、八号沢などより転礫として黒曜石が採取で

きる。赤石山の大産地の黒曜石は色に関係無く赤石山群（旧白滝第1群） にまとまる。 また、あじさ

いの滝の露頭からは赤石山と肉眼観察では区別できない原石が採取でき、あじさい群を作った（|日白

滝第2群)、 また、八号沢の黒曜石原石と白土沢の転礫は梨肌の黒曜石で組成はあじさい滝群に似るが

石肌で区別できる。幌加沢よりの転礫の中で70％は幌加沢群になりあじさい滝群と元素組成から両群

を区別できず、残りの30%は赤石山群に一致する。置戸産原石は、北海道常呂郡置戸町の清水の沢林

道より採取され、 この原石の元素組成は置戸群にまとまる。 この原産地は、常呂川に通じる流域にあ
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り、 この常呂川流域で黒曜石の円礫が採取されるが現在まだ調査していない。十勝三股産原石は、北

海道河東郡上士幌町の十勝三股の十三の沢の谷筋および沢の中より原石が採取され、 この原石の元素

組成は十勝三股群にまとまる。 この十勝三股産原石は十三の沢から音更川さらに十勝川に流れた可能

性があり、十勝川から採取される黒曜石円礫の組成は、十勝三股産の原石の組成と相互に近似してい

る。 また、上士幌町のサンケオルベ川より採取される黒曜石円礫の組成も十勝三股産原石の組成と相

互に近似している。 これら組成の近似した原石の原産地は区別できず、遺物石材の産地分析でたとえ、

この遺物の原石産地が十勝三股群に同定されたとしても、 これら十勝三股、音更川、十勝川、サンケ

オルベ川の複数の地点を考えなければならない。しかし、 この複数の産地をまとめて、十勝地域とし

ても、古代の地域間の交流を考察する場合、問題はないと考えられる。 また、清水町、新得町、鹿追

町にかけて広がる美蔓台地から産出する黒曜石から2個の美臺原石群が作られた。 この原石は産地近

傍の遺跡で使用されている。名寄市の智南地域、智恵文川および忠烈布貯水池から上名寄にかけて黒

曜石の円礫が採集される。 これらを組成で分類すると88％は名寄第一群に、 また12％は名寄第二群に

それぞれなる。旭川市の近文台、嵐山遺跡付近および雨文台北部などから採集される黒曜石の円礫は、

20%が近文台第一群、 69%が近文台第二群、 11%が近文台第三群とそれぞれ分類された。 また、滝川

市江別乙で採集される親指大の黒曜石の礫は、組成で分類すると約79％が滝川群にまとまり、 21％が

近文台第二、三群に組成が一致する。滝川群に一致する組成の原石は、北竜町恵岱別川培本社からも

採取される。秩父別町の雨竜川に開析された平野を見下す丘陵中腹の緩斜面から小円礫の黒曜石原石

が採取される。産出状況とか礫状は滝川産黒曜石と同じで、秩父別第一群は滝川第一群に組成が一致

し、第二群も滝川第二群に一致しさらに近文台第二群にも一致する。赤井川産原石は、北海道余市郡

赤井川村の土木沢上流域およびこの付近の山腹より採取できる。 ここの原石には、少球果の列が何層

にも重なり石器の原材として良質とはいえない原石で赤井川第1群を、 また、球果の非常に少ない握

り拳半分大の良質な原石などで赤井川第2群を作った。 これら第1、 2群の元素組成は非常に似てい

て、遺物を分析したときしばしば、赤井川両群に同定される。豊泉産原石は豊浦町から産出し、組成

によって豊泉第1、 2群の2群に区別され、豊泉第2群の原石は斑晶が少なく良質な黒曜石である。

豊泉産原石の使用圏は道南地方に広がり、一部は青森県に伝播している。出来島群は青森県西津軽郡

木造町七里長浜の海岸部より採取された円礫の原石で作られた群で、 この出来島群と相互に似た組成

の原石は、岩木山の西側を流れ鰺ケ沢地区に流入する中村川の上流で1点採取され、 また、青森市の

鶴ケ坂および西津軽郡森田村鶴ばみ地区より採取されている。青森県西津軽郡深浦町の海岸とか同町

の六角沢およびこの沢筋に位置する露頭より採取された原石で六角沢群をまた、八森山産出の原石で

八森山群をそれぞれ作った。深浦の両群と相互に似た群は青森市戸門地区より産出する黒曜石で作ら

れた戸門第二群である。戸門第一群、成田群、浪岡町県民の森地区より産出の大釈迦群（旧浪岡群）

は赤井川産原石の第1、 2群と弁別は可能であるが原石の組成は比較的似ている。戸門、大釈迦産黒

曜石の産出量は非常に少なく、希に石鍼が作れる大きさがみられる程度であるが、麿森群は麿森山麓

の成田地区産出の黒曜石で中には5cm大のものもみられる。 また、考古学者の話題になる下湯川産黒
曜石についても原石群を作った。

結果と考察

遺跡から出土した石器、石片は風化しているが、黒曜石製のものは風化に対して安定で、表面に薄

い水和層が形成されているにすぎないため、表面の泥を水洗するだけで完全な非破壊分析が可能であ

ると考えられる。産地分析で水和層の影響は、軽い元素の分析ほど大きいと考えられるカヨ、影響はほ

”
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とんど見られない。 Ca/K、Ti/Kの両軽元素比量を除いて産地分析を行なった場合、 また除か

ずに産地分析を行った場合同定される原産地に差はない。他の元素比量についても風化の影響を完全

に否定することができないので、得られた確率の数値にはやら不確実さを伴うが、遺物の石材産地の

判定を誤るようなことはない。

今回分析した北伏古2遺跡の黒曜石製石器の分析結果を表2に示した。石器の分析結果から石材産

地を同定するためには数理統計の手法を用いて原石群との比較をする。説明を簡単にするためRb/

Zrの一変量だけを考えると、表2の試料番号64513番の遺物ではRb/Zrの値は0.836で、置戸群の

［平均値］±［標準偏差値］は、 0.824=t0.034である。遺物と原石群の差を標準偏差値（のを基準に

して考えると遺物は原石群から0.4ぴ離れている。 ところで置戸群原産地から100ヶの原石を採ってきて

分析すると、平均値から士0.4ぴのずれより大きいものが68個ある。すなわち、 この遺物が、置戸群の

原石から作られていたと仮定しても、 0.4ぴ以上離れる確率は68%であると言える。だから、置戸群の

平均値から0.4ぴしか離れていないときには、 この遺物が置戸群の原石から作られたものでないとは、

到底言い切れない。 ところがこの遺物を赤石山群に比較すると、赤石山群の平均値からの隔たりは、

約8ぴである。 これを確率の言葉で表現すると、赤石山群の原石を採ってきて分析したとき、平均値か

ら8ぴ以上離れている確率は、一億分の一であると言える。 このように、一億個に一個しかないような

原石をたまたま採取して、 この遺物が作られたとは考えられないから、 この遺物は、赤石山群の原石

から作られたものではないと断定できる。 これらのことを簡単にまとめて言うと、 「この遺物は置戸群

に61％の確率で帰属され、信頼限界の0.1％を満たしていることから置戸産原石が使用されいると同定

され、 さらに赤石山群に0.0000001%の低い確率で帰属され、信頼限界の0.1%に満たないことから赤石

山産原石でないと同定される｣。遺物が一ヶ所の産地（置戸産地） と一致したからと言って、例え置戸

群と赤石山群の原石は成分が異なっていても、分析している試料は原石でなく遺物で、 さらに分析誤

差が大きくなる不定形（非破壊分析）であることから、他の産地に一致しないとは言えない、同種岩

石の中での分類である以上、他の産地にも一致する可能性は推測される。即ちある産地（置戸産地）

に一致したと言っても一致した産地の原石とは限らないために、帰属確率による判断を表1の170個す

べての原石群について行ない、低い確率で帰属された原石群を消していくことにより、はじめて赤石

山産地の石材のみが使用されていると判定される。実際はRb/Zrといった唯1ヶの変量だけでな

く、前述した8ヶの変量で取り扱うので変量間の相関を考慮しなければならならい。例えばA原産地

のA群で、 Ca元素とRb元素との間に相関があり、 Caの量を計ればRbの量は分析しなくても分

かるようなときは、A群の石材で作られた遺物であれば、A群と比較したとき、 Ca量が一致すれば

当然Rb量も一致するはずである。したがって、 もしRb量だけが少しずれている場合には、 この試

料はA群に属していないと言わなければならない。 このことを数量的に導き出せるようにしたのが相

関を考慮した多変量統計の手法であるマハラノビスの距離を求めて行なうホテリングのT2検定である。
これによって、それぞれの群に帰属する確率を求めて産地を同定する4,5)。産地の同定結果は1個の遺

物に対して、黒曜石製では170個の推定確率結果が得られている。今回産地分析を行った遺物の産地推

定結果については低い確率で帰属された原産地の推定確率は紙面の都合上記入を省略しているが、本

研究ではこれら産地の可能性が非常に低いことを確認したという非常に重要な意味を含んでいる、す
カムチャッカ産原石とかロシア、北朝鮮の遺跡で使用と判定された遺物についてミなわち、置戸原石

されている原石および信州和田峠産の原石の可能性を考える必要がない結果で、高い確率で同定され~
た産地のみの結果を表3に記入した。原石群を作った原石試料は直径3cm以上であるが、多数の試料

を処理するために、小さな遺物試料の分析に多くの時間をかけられない事情があり、短時間で測定を
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打ち切る。 このため、得られた遺物の測定値には、大きな誤差範囲が含まれ、 ときには原石群の元素

組成のバラツキの範囲を越て大きくなる。 したがって、小さな遺物の産地推定を行なったときに、判

定の信頼限界としている0.1%に達しない確率を示す場合が比較的多くみられる。 この場合には、原石

産地（確率）の欄の確率値に替えて、マハラノビスの距離D2の値を記した。 この遺物については、記

入されたD2の値が原石群の中で最も小さなD2値で、 この値が小さい程、遺物の元素組成はその原石群

の組成と似ていると言えるため、推定確率は低いが、そこの原石産地と考えてほ武間違いないと判断

されたものである。赤井川および十勝産原石を使用した遺物の判定は複雑である。 これは青森市戸門、

鷹森山地区、浪岡町大釈迦より産出する黒曜石で作られた戸門第一、蘆森山、大釈迦の各群の組成が

赤井川第一、二群、十勝三股群に比較的似ているために、遺物の産地を同定したときに、戸門原産地

と赤井川または十勝産地、 またこれら3ヶ所の原産地に同時に同定される場合がしばしば見られる。

戸門産地の原石力§使用されたか否かは、一遺跡で多数の遺物を分析し戸門第1群と第2群に同定され

る頻度を求め、 これを戸門産地における第1群(50%) と第2群(50%)の産出頻度と比較し戸門産

地の原石である可能性を推定する。今回分析した遺物のなかに全く戸門第2群に帰属される遺物が見

られないことから戸門産地からの原石は使用されなかったと推測できる。 また浪岡町大釈迦産原石は

非常に小さく分析した遺物よりも小さい原石で本遺跡で使用された可能性は低いと推測された。蘆森

山産地の原石、赤井川産原石と十勝産原石を使用した遺物の産地分析では、 これら産地に同定された

遺物の帰属確率の差が十分の一～百分の一がほとんどで、遺物の中には、赤井川、十勝、蘆森山の各

群の帰属確率の差がほとんどない遺物力:あり原石産地の特定に苦慮するが、 この場合は、客観的な産

地分析法により赤井川産、十勝産、麿森山産と限定したうえで、肉眼観察により遺物と似た原石が赤

井川産地、十勝産地、蘆森山産地のいずれに多いかを考慮して原石産地を判定した遺物も一部ある。

また、白滝地域のあじさい滝、八号沢、白土沢、幌加沢の一部の原石は、相互に元素比組成が似てい

て産地分析の結果で区別できない遺物がみられる場合があり、梨肌表面の遺物を八号沢、白土沢地区

の原石、滑らかな表面の遺物をあじさい滝または幌加沢地区の原石と肉眼で判断している。

今回分析を行なった北伏古2遺跡の旧石器時代の黒曜石遺物の9個の中で赤石山産原石は7個（78％）

で、本遺跡は十勝原石産地の中に遺跡があるにもかかわらす、地元十勝産原石は2個（22％）であっ

た。 また、縄文時代の遺物には置戸産と十勝産原石がそれぞれ1個使用されていた。白滝地域の黒曜

石が白滝地域の遣跡を経由して遠距離に位置する黒曜石消費遺跡に伝播する場合、消費遺跡での赤石

山産原石とあじさい滝産原石の使用頻度は供給遺跡によって決まると推測され、 また黒曜石の伝播中

継遺跡も使用頻度は同じになると推測され、白滝地域産黒曜石の最終消費遺跡まで使用頻度を追いか

けていくと、石材の伝播ルートが求まる。白滝地区の各遺跡間での使用頻度の差を石器器種別、時代

別に詳細に明らかにできれば、石器文化、石器様式の伝播ルートを考察するときの重要な参考資料に
なると推測される。

非破壊分析による黒曜石製遣物の水和層測定

分析は黒曜石の表面に顕微鏡を通して光を照射したときに、黒曜石の表面で反射する光と、水和層

で反射する光りで生じる干渉波の波長から水和層の厚さを求める方法。光りの反射を利用するため、

遺物の表面にできた使用痕および埋土中にできた摩耗傷などが水和層測定の障害になり測定できない

場合が多々ある。また、水和層と新鮮面との境界面での反射光が非常に弱いため、境界面が明確に発

達した部分を探して測定しなければならない。従って、傷のない場所を顕微鏡下で探して分析を行う

ため、試料によっては1個に三時間以上かかることもある。今回、分析一試料について一ヶ所10回以

l
l
l
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V 自然科学的手法による分析結果

上測定し水和層厚さの平均値を求め、 これを3ヶ所以上を分析し、分析値の最大、中間、最小値を選

んで表4に記した。

水和層厚さを経過年代に換算するには、水和層を分析した黒曜石の経過年代を炭素-14法、フイッ

ショントラック法で求めた絶対年代から、水和速度を求めて行う。 この水和速度は黒曜石の埋土中に

受ける温度によって異なるため、黒曜石が環境から受けた温度を正確に求めなければ、正確な年代の

換算はできない。従って、 ｜日石器時代では遺物が経過した年代の間に受けた温度を約7.5℃を平均効果

温度として水和速度6)を推定したとき、赤石山産原石は1.48、十勝産原石は1.56 （"㎡/1000年） を用

い、縄文時代では温度を約8.5℃を平均効果温度として水和速度61を置戸産原石は1.517 ("2/1000年)、

十勝産1.75、をそれぞれ用いて、下記の式により水和層厚さを経過年代に換算した。

測定水和層厚("m)X測定水和層厚いm)
推定換算年代（千年） ＝

水和速度("2/1000年）

今回分析非破壊で水和層が測定できた遺物の経過年代の結果を表4に示した。水和層厚さを経過年

代に換算するときの重要な係数である水和速度を決める重要な要因は、黒曜石の化学組成と温度であ

るため、自然科学者の実験室で水和実験によって水和速度を決定できるが、国内産黒曜石に関して研

究はそこまで進んでいないのが現状である。現在は水和速度の決定については考古学者の協力なしで

は決定できない。実験室での水和層生成が困難である限り、水和速度の決定の舞台は遺跡になる。今

回の年代が炭素-14年代に比べて古すぎる場合は、温泉地とか温度の高い地下水などで埋土中の遺物

温度が異常に高かったことが推測され、水和層は非常に厚くなり推定換算年代は古くなる。 これは遺

物の埋土位置の地温測定で推測できるが、しかし、過去の地温の測定はできない。炭素-14年代など

で年代の分かる層から出土する黒曜石の水和層から水和速度を決定するため、発掘が重要な鍵を握る

ことは言うまでもない。石器の組成（原産地） さえ分かれば、考古学者が炭素-14年代と水和層のデ

ーターを集積し整理するだけで、正確な水和層年代が得られるようになる。 これら考古学的作業によ

り求められた水和速度は、水和機構（理論）が証明されていないが、考古学試料として実用するには

問題ないと推測できる。したがって、水和層年代は考古学者が企画するだけで実用的な年代が得られ

るため、将来、水和層年代が石器における土器編年のように身近な存在になると推測できる。
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V 自然科学的手法による分析結果

表1 各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値
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者
画
面
阿
幸
巾

~
~
~
~
~
~

第
第
第

山卜
一
″
〃

~
~ ６

０
５

３
４
４

長野県 霧ケ峰
和田峠第一

〃 第二
〃 第三
〃 第四
〃 第五
〃 第六

鷹山・和田
男女倉

麦草峠
双子池
大窪沢

１
３
７
２
７
７
３
３
９
８
３

７
４
口
－
６
３
４
５
５
１
６
８

佐渡第一
〃 第二
上石川

板 山
大白川
金 津
羽根川

新潟県 ４
２
５
４
２
６
５

３
１
４
４
２
４
５

石川県 比 那 '7

福井県 島
山田

圭

安
三

~
~

２
２

島根県 加
津
久

茂
井
見

Ｕ
Ｏ
ｌ

４
３
３

橿岡県 1女昭和溜池 6R

佐賀県 中野第一群
〃第二群
梅 野
腰 岳
椎葉川
松尾第一群
〃第二群

９
０
９
６
９
０
０

３
４
３
２
５
４
４
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綴’
分析
個数

原 産 地
原石群名

兀
戸
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素 比
Rb／Zr

0. 385±0． 012

0. 389士0.01 2

1 . 726±0.085

1 ． 834士0.064
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０

０

ｌ
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Ｏ

Ｏ
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Ｏ

Ｏ
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／
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士

士

ａ
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妬

Ｃ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｏ

Ｏ

Ｏ
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0. 066士0

0.065士0‘

O‘038士0.

0.037士0．
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0. 030士0.

0. 033±0.
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0. 056±0．
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＋
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０
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Ｕ
Ｒ
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３
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ｎ

Ｖ

Ｏ

Ｏ

ｌ

Ｏ

Ｏ
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Ｚ
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ｌ

ｌ

ｌ

／

士

士

士

士

ｒ

１

３
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ｌ

１

３

２

Ｓ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

ｌ

ｌ

Ｏ

Ｏ

Y／Z 1.

0. 135±0． 018

() . 129±0, 014

0. 344±0.040

0. 334士0. 046

S i／K

0. 276±0. 【)07

() . 275±0. 008
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0. 339±0．015
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０

０
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０
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．
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０

０

０
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／

士

士

士
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３

３
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１

２

２

２
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９
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４
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２
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０
０
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０
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０
０
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０
０
０
０

０
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０

０
０
０
０
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十
一
士
十
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一
二
三
四
姫
二
二
二
三
岳
崎

第
第
第
第
第
第
第
第
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浦
〃
〃
〃
町
〃
里
〃
〃

松

淀

中

古

松

大

、
０
門
ｊ
可
倶
Ｕ
ｎ
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凸
４
段
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ｈ
Ｕ
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ｎ
Ｕ
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ｎ
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Ｕ
Ｒ
Ｕ

ｎ
″
Ｌ
１
Ｉ
Ｌ
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ｎ
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ｐ
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ｌ
ｌ
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ｎ
Ｊ
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０
６
９
９
４
７
０
０
２
５
９
１

１
１
１
１
１
１
３
２
１
３
０
１

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

~
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~
~
~
~
~
~
~

~

０
０
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０
０
０
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０
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士
士
士
士
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士
十
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士
士
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８
６
５
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４
８
７
２
４
７
１
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１
７
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８
３
４
２
９
１
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６

２
１
２
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３
２
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４
２
９
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Ｆ
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Ｆ
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Ｆ
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ｌ
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ｌ
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ｌ
７
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３
４
２
９
Ｉ
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４
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ｌ
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２
３
１
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２
９
１

0. 029士0.002

0.030士0.004

0. 060士0. 006
0.067土0. 004

0. 080±0． 004

0. 058士0.008

0.080±0.017

0.027士0, 003
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0. 062±0． 009

0. 054±0.005
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0.045±0‘ 003
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0‘ 140±0. 013
0． 21 1±0， 026
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0. 141士0.016

0. 127±0. 009
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0. 286±0. 015

＋｜＋｜＋｜土十
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０
０
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０
０
０
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０
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０
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０
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９
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６
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Z､ 692±0． 1 25 1 ， 674士0． 064 0． 439士O‘027 0. 284±0, 0

2. 364±0. 389 1 . 607±0. 245 0.308±0.074 0. 277土0. 0
1 , 975土0240 0. 878±0.099 0.421士0. 081 0. 130±0, 0
1 . 906士0. 106 0.765士0.074 0. 484±0. 034 0. 1 15±0. 0
1 .744士0. 069 0. 533±0. 030 0. 485士0. 039 0.094±0. 0
1 .884±0. 085 0-832士0. 092 0. 403士0． 026 01 12士0. 0
' -832±0.074 0. 653±0. 088 0, 488±0.030 0. 090±0. 0
2. 699±O‘ 215 1 . 780土0. 164 0.413±0. 065 0. 312士0. 0
2. 898±0． 204 1 ． 221±0. 094 1 ‘ 951±0. 124 0. 133±0.0

1 . 939±0~ 131 0．812±0. 1 13 0~436±0.052 0~ 101±0. 0
1 ‘ 686±0. 1 14 0.833±0. 058 0. 251±0. 025 0. 192±0. 0
1 . 718士0. 056 0. 948±0.030 0. 179±0‘ O' 8 0‘ 191±0. 0

0．765士0.074

0. 533±0． 030
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V 自然科学的手法による分析結果

表2 芽室町北伏古2遺跡出土黒曜石製石器・剥片の元素比分析結果~
素 比
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’
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1、 P分析番号
~~

0．256

0．279

0．263

0．298

0.299

0．295

0．419

0．309

0．437

0．394

0.420

Ca/K Ti/KIMn/ZrlFe/ZrlRb"
６

４

７

９

１

０

４

５

９

５

６

３

６

０

８

１

７

４

７

２

５

７

３

３

３

３

ワ

Ｊ

３

３

３

３

３

１

●
■
●
●
●
■
。
●
●
白
●

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

５

９

９

１

２

１

６

９

９

６

３

２

４

０

８

３

７

２

４

４

３

３

３

２

３

２

３

０

４

０

１

８

●
。
●
邑
●
■
■
■
●
●
●

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

０

４

３

０

４

１

５

０

４

４

４

０

７

３

５

１

９

５

８

６

２

３

０

４

６

２

７

８

７

１

１

１

４

９

Ｇ
■
①
各
●
巳
●
●
●
●
串

２

２

２

２

２

２

２

３

２

２

１

８

７

７

６

１

６

０

７

９

８

０

７

６

８

８

７

６

７

７

６

８

４

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

●
●
●
。
●
●
●
●
。
●
己

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

３

９

７

２

６

５

７

５

４

７

２

９

６

５

５

６

５

５

７

５

６

６

２

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１

２

甲
■
●
●
●
●
●
●
○
○
●

●

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

４

０

９

８

２

７

６

４

５

９

３

３

８

０

６

８

８

７

５

８

３

１

２

８

１

２

１

１

１

１

２

１

２

２

３

７
■

●
●
。
●
●
。
●
早
■
●
白

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

０

０

０

０

０

０

０

１

１

１

１

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

９

３

８

９

８

７

５

３

６

２

４

３

５

３

３

４

３

３

６

０

３

３

３

３

３

３

３

３

３

４

●
ｅ
●
■
●
■
■
■
●
甲

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

２

４

９

４

１

０

４

５

７

１

２

２

２

２

２

３

２

２

２

３

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

●
●
●
ｅ
ゆ
ゆ
早
口
の
■

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

２

４

９

４

１

０

４

５

７

１

２

２

２

２

２

３

２

２

２

３

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

●
●
●
ｅ
ゆ
ゆ
早
口
の
■

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

２

－

Ｄ

９

３

４

７

〈

０

６

６

８

７

２

７

７

６

４

６

６

５

３

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

●
●
甲
■
●
■
●
●
●
●

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

｜

’

0.3320.107 1 0.0280.3130.926 1．1533.7340.074JG 1

JG 1 :標準試料-Ando,A､,Kurasawa,H.,Ohmori,T.&Takeda,E. 1974compilationoIdataontheGJSgeochemicalreferencesamplesJG
-1granodioriteandJB-1basalt.GeochemicaﾉJoumal,Vol､8175-192 (1974)

表3 芽室町北伏古2遺跡出土黒曜石製石器・剥片の原産地推定結果
|分析|試料 遺物 _‘罰÷＝｜ ＝,－ ｜山L…"鮒 盾云誇袖,睦索、

鑿
試料

蕊 原石産地（確率）冊＋置物の時期層位調査区
番号

遺物名判定
~

64503 1 1 H 191 VI 旧石器時代 赤石山(45%) 赤石山 尖頭器Ⅵ

64504 1 109 1 19 Ⅵ 旧石器時代赤石山(78%) 赤石山 尖頭器

64505 2 19 1-18 B調トレンチ埋土 旧石器時代赤石山(1%) 赤石山 尖頭器

64506 3 3 1 19 Ⅵ 旧石器時代赤石山(77%) 赤石山 削器

64507 4 169 J-19 VI |日石器時代赤石山(11%) 赤石山 剥片

64508 5 110 J－19 Ⅵ 旧石器時代赤石山(70%) 赤石山 剥片

64509 6 270 1-19 Ⅵ 旧石器時代十勝三股(94%),戸門第1群(5%) 十勝使用痕のある剥片

64510 7 177 1-19 Ⅵ 旧石器時代赤石山(6%) 赤石山 剥片

64511 8 1 J 22 Ⅵ 旧石器時代戸門第1群(36%),十勝三股(14%),鷹森山(17%) 十勝 剥片

64512 9 1 不明 I 縄文時代十勝三股(13%) 十勝 石雛

64513 10 1 ,C-19 風倒木 縄文時代置戸(14%) 置戸 ポイント ・ナイフ
注意：近年産地分析を行う所が多くなりましたが、判定根拠が|瞳昧にも関わらず結果のみを報告される場合があます。本報告では日本における
各遺跡の産地分析の判定基準を一定にして、産地分析を行っていますが、判定基準の異なる研究方法（土器様式の基準も研究方法で異なるよう
に）にも関わらず、似た産地名のために同じ結果のように思われるが、全く関係（相互チェックなし）ありません。本研究結果に連続させるに
は本研究法で再分析が必要です。本報告の分析結果を考古学資料とする場合には常に同じ基準で判定されている結果で古代交流圏などを考察を

蜘一岬一岬

赤石山

赤石山

赤石山

赤石山

赤石山 尖頭器

削器赤石山赤石山（77％）

赤石山(11%)

赤石山(70%)

|日石器時代

旧石器時代

ⅥⅥ

（るＱゾ
ハＵハリ

行り一○

４４
八ｂ【ｂ

旧石器時代｜十勝三股（94％)，戸門第1群（5％）

”

Ｉ

山

林木

鷹

１

％

４

１

く

股

~~~券
’

十

１

６１

鴎１％
％個魁１

群６％１
皿股１

三第山く
石門勝戸

赤戸十置

卜勝 剥片

する必要があります

表4 芽室町北伏古2遺跡出土黒曜石製石器・剥片の水和層測定結果
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V 自然科学的手法による分析結果

3 北伏古2遺跡のテフラについて

本遺跡で認められたテフラについて簡単に記載する。図1にテフラ柱状図を示す。作成地点は発掘
範囲西端で、比較的テフラの保存が良い地点である。三地点での観察は以下のとおりである。

1. S-1区

①：作土。層厚15cm。

②：砂質腐植土。黒色(10YRl.7/1)。層厚8cm<。

③：砂質降下テフラ。灰白色(10YR8/1)。斑状産出。層厚1 2cm。

④：粘土質シルト質腐植土。黒色(10YR1.7/1)。層厚8cm。

⑤：粘土質腐植土。黒色(7.5YR1.7/1)。層厚5cm。

⑥：粘土質腐植土。黒褐色(10YR2/3)。層厚7cm。

⑦：粘土質腐植土。黒褐色(7.5YR2/2)。層厚8cm。

⑧：粘土質腐植土。暗褐色(10YR3/4)。層厚6cm。

⑨：ローム。黄褐色(10YR5/6)。層厚未詳。

2. R-2区

①：作土。層厚30cm。

②：粘土質腐植土。黒色(7.5YR1.7/1)。層厚5cm<・

③：粘土質腐植土。暗褐色(7.5YR3/4)。層厚4cm。

④：砂質降下テフラ。明赤褐色(5YR5/8)。含水量多く指間で容易に潰れる。層厚5cm。

⑤：粘土質腐植士。黒褐色(7.5YR3/2)。層厚5-12cm。

⑥：ローム。明褐色(7.5YR5/6)。 より暗色でしまりの強いローム薄層（褐色7.5YR4/4－．

古土壌と推定） をはさむ。層厚35 45cm・本ローム層中から旧石器時代の遺物出土。Q－3区の⑦

層に同じ。

⑦：砂質降下軽石。上方へやや細粒化。軽石表面：黄褐色(10YR5/6)。層厚30cm。

⑧：ローム。褐色(10YR4/4)。上部に亜角塊状構造発達（径1 3mm)。層厚5-8cm。

⑨：ローム。砂質降下テフラを二、三種不規則に含む。 これらのテフラはインボリューションにより

著しく散在。下部に⑩層の礫を含み、⑩層との層界は不明瞭。炭化物微片を含む。層厚約240cm。

⑩：円礫混じりの青灰白色粘土。礫径2-7cm・黒雲母を多く含む。層厚未詳。

3． Q－3区

①：作土。層厚30cm。

②：粘土質シルト質腐植士。黒褐色(10YR2/3)。層厚5cm<・

③：砂質～シルト質降下テフラ。下部砂質、上方へシルト質となる。黄褐色(10YR5/6)。層厚4

Cmo

④：粘土質腐植土。黒色(10YRl､7/1)。層厚6cm。

⑤：粘土質腐植土。黒褐色(10YR2/3)。層厚10-15cm。

⑥：砂質降下テフラ。明赤褐色(5YR5/8)。含水量多く指問で容易に潰れる。層厚4cm。

⑦§ローム。褐色(10YR4/4)。最上部2cmくらいはわずかに腐植質。下半部の色調が上半部より

4Z
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~
明るい。本層は軟らかいが、上半部は下半部よりしまりあり。層厚35cm。

⑧：砂質降下軽石。黄褐色(10YR5/8－これよりやや榿色味あり )。上方へやや細粒化。層厚15
-20cm｡

⑨：ローム。褐色(10YR4/4)。層厚3cm。

⑩：ローム。火山灰混じり。炭化物微片（径数mm) を含む。褐色(10YR4/6－これよりやや榿色味
強い－)。層厚50cm<・

これらのうち、R－2－④、R－2－⑦、Q－3－⑥、Q－3－⑧はその色調や粒度から、十勝平

野でも比較的容易に既知のテフラと対比できるものである。R－2－④とQ－3－⑥は樽前山起源の

Ta-d2に、 R 2－⑦とQ－3 ⑧は恵庭岳起源のEn-a (十勝団体研究会編1978:曽屋．佐藤、

1980) に対比される。黒ボク土中に産出するS－l－③とQ－3－③は、野外観察のみでは既知のテ
フラとの対比は難しい。

採取テフラ試料は、超音波洗浄後箭い分けし、プレパラートを作成して偏光顕微鏡で検鏡した。Q
3－⑥の試料は十分に潰したものを使用した。鉱物組成を表1に示す。

S－1－③は斜長石が頗る多いほか、斜方輝石と不透明鉱物が多い。火山ガラスは少なく、気泡が

つくる模様が網目状を呈する型と繊維状を呈する型が認められた。

Q－3 ③は、上・下部とも斜長石と火山ガラスに富む。火山ガラスは上部に、斜方輝石は下部に

より多く含まれる。火山ガラスの形態は上・下部とも網目状型である。

Q－3－⑥は斜長石と斜方輝石に富むほか、スコリアを少量含み、石英、角閃石がまれに認められ
た。

Q－3－⑧は上・下部とも斜長石、斜方輝石、不透明鉱物に富む。火山ガラスは上部でより多く、
形態は網目状型である。

テフラの色調、粒度、層準のほか、鉱物組成、火山ガラスの形態からも、Q－3－⑥はTa-d2に、

Q－3－⑧はEn-aに対比される。

En-a下方のローム中の火山灰のうち、最上位のものは繊維状発泡の火山ガラスを頗る多く含むこ

とで、支笏カルデラ起源の降下テフラSpfa-1に対比されるであろう。

徳井(1989)は北海道東部において、鉱物化学組成などから樽前山、駒ヶ岳起源のテフラを明らか

にしている。 S－l－③とQ－3－③は今回の調査のみでは既知のテフラとの対比は難しいが、鉱物

組成と火山ガラスの形態からは樽前山起源のTa-a、Ta-b、Ta-cのいずれかであろう。

l
引用文献

曽屋龍典・佐藤博之(1980) :千歳地域の地質．地域地質研究報告(5万分の1図幅),地質調査所,92pp.
十勝団体研究会編(1978) : 「十勝平野｣.433pp.

徳井由美（1989） ：北海道における17世紀以降の火山噴火とその人文環境への影響．お茶の水地理,30,pp.27-33.

(花岡r光）
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表1 テフラの鉱物組成

石英斜長石角閃石斜方輝石単斜輝石不透明鉱物火山ガラス軽石スコリア試料

S-1(g)* ● ○ C
一L

＋十

Q－3③上部*＊ ● 十 ●
_L

~

Q-3③下部**＊ ■
Ｊ

Ｆ
Ｌ ○ 十 〆、

ヱノ
＋

Q3@*** ○tr tr O ＋ ＋ tr tr +

Q3⑧上部*＊＊ ● r~、
、ーノ C十 十

Q-3⑧下部**＊ ● ○ ○＋ tr

●：頗る多い○：多い＋

＊＊＊ ：粒径1/4-1/8mm

少ない tr :まれ* :粒径1/41 16mm** :粒径1/8-1/16mm

’
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v 自然科学的手法による分析結果
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Ⅵ まとめ

前章までに、芽室町北伏古2遺跡の発掘調査の成果を事実記載を中心に行ってきた。 ここではいく
つかの点についてまとめをおこなうものである。

｜日石器について旧石器は、En-aよりも上位のⅥ層上部からブロックlか所と遺物974点が出土し
た。 これらは佐藤訓敏による編年（佐藤1986）では先土器Ⅲ期に属する石器群である。
ブロック1の遺物はほとんどが剥片・砕片である。剥片も大部分は3cm以下の小型のものであり、

尖頭器や削器の二次加工が行われていたものと考えられる。図Ⅳ－3－1～3の尖頭器は整形の際の
破損により放棄された可能性がある。

1に形態が類似した、木葉形で片面加工の尖頭器は空港南B遺跡（帯広市）のスポット1から出土

し、先土器ⅡI器に属するものとされている （佐藤・北沢編1986)。

ブロック1から出土した遺物の中には肉眼で「花十勝」 と認められるものがあり、白滝産の黒曜石

が遺跡に持ちこまれたと推定していた。蛍光X線分析法を用いて原材産地分析を行った結果、ブロッ

クlから出土した遺物7点のうち、尖頭器(V-2、図版1－1 ． 2)、削器（図版1-3)、剥片（図

版1 4 ． 5 ． 7）は赤石山群、使用痕のある剥片（図版1-6)は十勝三股群と判定された。ブロ

ックlでは、在地の石材だけではなく、白滝・赤石山群の黒曜石が素材として持ちこまれ、石器が製

作されていたと考えられる。なお、ブロック外から出土した剥片（図版1-8) も十勝三股群と判定

されている。

帯広市内に所在する先土器Ⅲ期の遺跡には、暁遺跡第1地点のスポット1 ･ 6 ． 8 ． 12･14、同遺

跡第4地点のスポット3、落合遺跡のスポット1等のように白滝や置戸産の黒曜石が少なくない頻度

で利用されたもののあることが指摘されている （北沢1993･彙科1993)。暁遺跡では細石刃核の型

によって産地に違いがみられる。落合遺跡では、石器・剥片の石材は白滝産の黒曜石がほとんどで、

原石あるいはこれを一次加工した程度の素材を当地で加工した蓋然性が高いとされている。

ただし、南町1遺跡のスポット1や南町2遺跡のスポット2のように白滝産の黒曜石の確認されて

いない遺跡もあり （彙科1995.1997)、 この地域の先土器Ⅲ期における石材の選択は遺跡の性格や細

かい時期差等によっても違いがあるものと考えられる。

水和層年代は8点中6点が測定不能だったが、ブロック1から出土の剥片（図版1 7)は、 21,268

=t489B.P.、ブロック外から出土した剥片（図版1 8)は13,199±2,140B.P.という数値が得られ

た。 V－2、図版1－7の剥片については、近年、 16,000～17,000B.P.とされているEn-aの年代

と比較しても古すぎる値といえるが、その原因は不明である。

Tピットについて今回、 3,800㎡の範囲を調査したが、Tピットは1基しか検出されなかった。 こ

のTピットは、東に開いた緩い谷地形にその長軸を等高線と平行に掘られている。形状は溝状を呈し、

確認面での長さは3mを越える。底面での大きさは、長さ2.85m(現存長)、幅0.24m、底面での長幅

比は12 : 1となる。

周辺の遺跡では、帯広市内の4か所の遺跡から合計25基のTピットが検出されている。その内訳は

宮本遺跡19基、自由ヶ丘遺跡1基、三の沢1遺跡1基、稲田l遺跡第1地点4基である。稲田1遺跡

を除く3遺跡は、帯広川と売買川の問に広がる扇状地面の北縁に立地し、西から三の沢1遺跡、宮本

遺跡、自由ヶ丘遺跡と並んで位置している。本遺跡もこの扇状地面に立地し標高は94～95m、北端の宮

本遺跡では75～65mを示す。一方、稲田1遺跡はこの扇状地面より一段低位の売買川右岸に位置する。
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以下、遺跡ごとに立地やTピットの形状・配列を紹介する。

宮本遺跡は平坦から緩斜面に立地し、主体部の標高は78～74mである。 これまで二回にわたって調
査が行われた。第一次は昭和58～60年に12,593㎡、第二次は平成5 ． 6年に12,3()0㎡、合わせて24,893
㎡の調査ｶﾇ行われ、 19基の落とし穴が検出された。配列は3列確認されている。配列に含まないもの
も3基ある。坑底部の形態はいずれも溝状で、坑底面の長幅比は11 : 1である。

自由ケ丘遺跡は丘陵平坦部の西端にあり、標高は74～76mである。西側は急斜面となっており、幅
100m以上の谷を挟んで宮本遺跡が位置する。 780㎡の調査区からは溝状の落とし穴が1基検出された。
三の沢1遺跡は扇状地北端にあり、西側は帯広川の侵食面に接する。平成4年に行われた遺跡の分

布調査によると、遣跡は中央を南から北へ向かう沢地形で東西に二分されるという。縄文時代前期の
Tピットが1基検出されている。

稲田l遺跡第1地点は、売買川右岸の標高70～73mの段丘上に位置する。調査区の西側には氾濫原
が広がっている。 3,200㎡の調査範囲からは4基の落とし穴が検出された。配列は1基が単独、ほかの
3基は等高線にほぼ平行して列状に分布している。

これらの遺跡で検出されたTピットの形状はいずれも溝状で、調査面積の狭い遺跡を除くといずれ

も列状に配列されていることが多いようである。 これらのTピットと本遺跡で検出されたTピットは、
形状、底面での長幅比のいずれも類似するようである。Tピットは、 これまでの調査例からすると単

独で検出されることは少なく、列をなして作られることが多い。本遺跡でも調査区外にまだ数基は存
在するものと思われる。

縄文時代の遺物について調査区内ではⅥ層上部まで耕作が及び、縄文時代の包含層と思われる11

層．Ⅲ層は調査区の北西端にわずかに残る程度であった。遺跡がのる段丘上は、ほとんど畑として利
用されているが、帯広川の段丘縁は縁辺まで耕作することが不可能なことと北からの風を除けるため

か、幅約30m程で林の部分が残されている。耕作の及ばない黒色土中に遺物が含まれるかどうかを確

かめるため、調査区から段丘縁に沿って上流側を調べてみた。その結果、約300m上流側の地点におい

て、表土下の黒色土中から黒曜石のフレイクを約30点ほど見つけることができた。黒曜石は円礫の自

然面を残し、大きなものは長さ10cm程度である。色調は若干灰色がかっており、径1mm以下の白い粒

子が入る十勝の美蔓産と思われるものである。 また、調査区の元地主によれば、畑を耕作していて土

器は出土しなかったが、黒曜石は出たということである。今回の調査では縄文時代のTピットが1基

しか検出されなかったが、耕作によって失われたII層．Ⅲ層中に縄文時代の包含層が存在していたこ
とは確かなようである。

花粉分析の結果について今回、調査区内の2か所の地点で、花粉分析用の土壌資料11点を採取し

て分析を依頼した。資料は耕作土から下のII層からⅨ層にかけて採取した。その結果、耕作土下の黒

色土である11層．Ⅲ層からは、花粉化石が少量検出されたが、旧石器の遺物包含層であるⅥ層、 En

-a火山灰の下位のⅧ層などローム層中からは花粉化石がまったく検出されなかった。

帯広市教育委員会によって調査された帯広市南町2遺跡（北沢・山原編1995）では、En-a層の

上下の層から旧石器が出土した。主に旧石器の遺物包含層を対象として花粉分析が行われたが、 この

分析でも花粉化石の検出が少ないという結果になっている。花粉化石が少ない原因としては、遺物包

含層の大部分が火山性堆積物からなっていることから、花粉の供給量に比べ堆積物の堆積速度が大で

ある可能性とともに付近の植生の花粉生産量が少なかったという要因も強く働いているのではないか

と述べられている （山田 1995)。本遺跡の場合もこのような理由によるものであろうか。

（佐川俊一・中田裕香）
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図版2
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図版5

~~~~

－T櫻一
~~

2. TP－1完掘(E→）1.TP－1セクション(E→）

弾

＊ 藷

餐 業

議

墓機
4．縄文時代の遺物3．旧石器時代の遺物

55



図版6

1 ．調査区南側完掘状況(SE→） 2. ｜日石器グリッド調査終了状況(SE→）

3．調査区完掘全景(E→）

／ー／～

00



付篇西十狩5遺跡の工事立会について

1 工事立会の概要

工 事 名高規格幹線道路帯広・広尾自動車道建設

工事原因者北海道開発局帯広開発建設部長

工事期間平成6年度から平成14年度まで（予定）

工事内容一般国道自動車専用道路建設のうち本線路床切土

包蔵地名称西士狩5遺跡(L-08-54)

立会区域所在地河西郡芽室町西士狩北6線38番地

立会面積1,550㎡（平成9年度1,090㎡、同10年度460㎡）

立会年月日平成9年11月19日 （火）から同21日 （木） まで

平成10年9月1日 （火）

立会担当者北海道教育庁生涯学習部文化課調査班主査大沼忠舂
主任 西脇対名夫

立会協力者（平成9年度）

芽室町教育委員会社会教育課社会教育係長小笠原力

同 発掘調査員 大橋毅

帯広開発建設部用地課 企画係長 渡邊繁

（平成10年度）

芽室町教育委員会社会教育課社会教育係 西田昌樹

同 同 大橋毅

同 発掘調査員 大鳥居仁

帯広開発建設部用地課 企画係長 加藤邦子

(平成10年度）

(同9年度）

2 工事立会に至る経緯

高規格幹線道路帯広・広尾自動車道のうち帯広JCから中札内ICまでの建設にともない、平成5

年11月1日、帯広開発建設部は埋蔵文化財保護のための事前協議書を北海道教育委員会に提出した。
これを受けて道教委は平成6年4月27．28の両日、芽室町の工事用地内で所在確認調査を実施し、

同年6月9日付で芽室町西士狩北6線38番地を含む6地点について範囲確認調査が必要である旨を回

答した。平成8年5月28日、道教委は西士狩北6線38番地の範囲確認調査を実施して埋蔵文化財包蔵
地を発見し、西士狩5遺跡の名称で周知資料を整備したうえ、同年7月1日付で帯広開発建設部に対
して同遺跡における工事に際して調査員の立会が必要である旨を回答した。

平成9年10月15日、帯広開発建設部は文化財保護法第57条の3の規定に基づき西士狩5遺跡におけ

る発掘の通知を文化庁に提出し、 これに対して道教委は同年11月7日付で工事立会が必要である旨を
通知した。文書通知と平行しておこなわれた調整の結果、 まず町道として供用中の部分を除いた範囲
について平成9年度中に立会を実施した。続いて平成10年7月16日、帯広開発建設部は再び発掘通知
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を提出し、道教委は8月19日付で要立会の通知を送付した。 これに基づき、町道部分についての工事
立会が平成10年度におこなわれた。

従来の高速自動車国道工事における事例と同様に、道教委文化課の文化財保護主事が立会を担当し
た。また現地調査では芽室町教育委員会、整理作業では財団法人北海道埋蔵文化財センターの協力を
得た。

3 立会の方法と経過

a 平成9年度

道教委が立会必要区域として示した1,550㎡のうち、伐採済みの植林地部分1,090㎡（図2)を対象と
し、バックホウにより伐採残屑・笹の根等の除去に着手した。切株のためキャタピラが外れるなどし
て作業はやや難航し、表層の除去にほぼ1日を費した。その後遺物包含層直上の火山灰層までをバッ
クホウにより除去し、引き続き作業員がジョレン等を用いて包含層上面を精査したところ、焼土5基

が確認された（図2）。 これらを記録したのち、再びバックホウで厚さ5～10cmほど掘削し、人力によ
る精査をおこなった結果さらに焼土3基を検出、 また立会区域の南寄りに黒曜石製剥片などの遺物が
集中する地点を確認した（図2）。新たに検出した焼土を記録し、 また遺物の集中する付近に任意に設
定した12×20mの範囲についてはさらに厚さ5～10cmほど、遺物が出土しなくなるまで人力で掘り下
げた。

なお立会区域内のカラマツ切株は、試みに1個をバックホウで抜去したところ径3m余りの範囲が
攪乱される状況であり、結局そのまま残置せざるを得なかった。株の下に遺構．遺物が存在した可能
性は残る。

範囲確認調査時の所見では包含層直上の火山灰は近世の降下、遺跡もアイヌ文化期のものと推定さ
れたことから遺物は少ないものと予期していたが、実際にはかなりの縄文時代遺物が出土した。遺物
の出土位置を記録し、 また掘削終了面の地形を略測して現地作業を終了した。記録作業については特
に芽室町教育委員会の協力を得た部分が大きい。

’

b平成10年度

町道部分460㎡を対象とし、バックホウにより路床部分を厚さ約5cmずつ2～3回にわたって掘削し、
その都度掘削面を精査した。包含層相当の腐植土層は古い砂利道の路床となっていた時期に攪乱・圧

密を受けていたが、削平されてはいないようであった。前年度の立会結果に基づき、縄文時代遺物包
含層の存在を予期して検出に努めたが、遺構・遺物とも確認されないまま作業を終了した。

4遺跡の位置と層序

a 遺跡の位置と周辺の遺跡

西士狩5遺跡は開析の進んだ段丘の縁辺、十勝川沿いの沖積低地を見渡せる標高約130mの地点にあ
おおたかだい

る （図1）。地元で「大高台」 と呼ばれるこの芽室町北部の高位の段丘は、十勝川その他付近の主要な
河川からの比高が70～80mもあるが、かなりの密度で縄文時代前期～後期の遺跡が発見されている。
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これらのうち西士狩4遺跡（佐藤編1990) ･北明1遺跡（財団法人北海道埋蔵文化財センター編1991･

1992) ･北明3遺跡（佐藤編1995)で発掘調査がおこなわれており、 また祥栄1号遺跡（財団法人北海
道埋蔵文化財センター編1992） ・祥栄北9線遺跡（同前）で北海道横断自動車道建設に伴う工事立会が
実施されている。

このほか段丘の縁辺にはチャシ跡が幾つか知られている。

b遺跡の層序

立会にあたって、遺跡における層序を以下のように区分した。

I層。黒色粘土質シルト。未墾地における表土。厚さ5cmほどあったと思われるが、ほとんど残っ

ていない。遺物は未確認。

II層。灰白色砂質シルト。厚さ1cm前後。倒木痕などでは2～3cmの厚さに溜まっている場合もあ

る。おそらく近世の降下火山灰(Ta-bか） と思われる。

1I1層。黒色砂質シルト。厚さ5cm以上あったと思われるが、残っていない地点が多い。遺物は未確

認。

Ⅳ層。明黄色シルト質砂。厚さ3～5cm・降下火山灰と思われるが起源・年代不詳。Ta-cの可能

性はあるものの、やや粗粒過ぎるような気がする。範囲確認調査で近世の火山灰と誤認したもの。

V層。暗褐色粘土質シルト。厚さ5～10cm。縄文時代遺物の包含層。

Ⅵ層。黄榿色砂質シルト。厚さ10cm前後。風成層と思われ、主体は降下火山灰(Ta-d)であろう。

Ⅶ層。黄褐色シルト質粘土。厚さ50cm前後。場所により上位10cm前後は褐灰色のやや腐植に富む土

壌となる。En-aを母材とする風成層と思われる。遺物は未確認。

以上厚さ計90cmほどの地層のうち、地表から20cm前後までは立会実施区域のほぼ全域にわたって耕

作や造林により攪乱されている。 この攪乱層を0 （ゼロ）層と呼んだ。 また範囲確認調査ではⅦ層の

下に灰白色砂層(En-a)を挟んで黄褐色のシルト質砂ないし粘土質シルト (En-a降下以前の風成層）

が確認されたが、無遺物と判断されている。

5 焼土

立会実施区域内で計8基の焼土を確認した。特に偏って分布する傾向はない（図2)。個別の規模・

形状などは図2 ． 3に示したので、以下に年代・遺物に絞って所見を記す。

F－1o V層かそれより上位から形成された倒木痕内に位置する。遺物は伴わない。

F－2o V層かそれより上位から形成された倒木痕内に位置する。炭以外の遺物は伴わない。

F 3o V層またはより上位から形成された倒木痕内に位置。炭以外の遺物は伴わない。

F－4．焚き火面はV層、 またはより上位。炭以外の遺物は伴わない。

F－5o V層から形成されたものとみられる。範囲確認調査ではこの焼土に隣接してV層上面から

たたき石1点が出土した。形成後に倒木により攪乱されているとみられる。

F－6．焚き火面はV層、 またはより上位。遺物は伴わない。

F－7．Ⅲ層またはI層から形成された倒木痕内に位置する。倒木痕の形成後に燃えており、 また

11層の降下より新しい。おそらく近世か近代。炭以外の遺物は伴わない。

F－8o V層またはより上位から形成された倒木痕内に位置。隣接して礫1点が出土。
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以上倒木痕と重複するものが多く、ほぼ問題なくV層から形成されていると判断されるのはF－5

の1基のみである。 また確実に遺物を伴う例はなく、焼土の位置と遺物の分布が関連する様子も認め
られない（図2 ． 4）。概して人為的なものと断定できる状態ではない。

’
6 遺物

出土遺物の総数（平成8年の範囲確認調査で出土したものを含む） は189点である。そのほとんど

(180点）が黒曜石製の剥片石器類で、僅かに土器(1点)、礫石器(1点)、礫・礫片(7点）がある。
これらのうちV層からの出土を確認した遺物は117点で、他に倒木痕出土のもの9点、層不明のもの63
点があるが、本来同一の包含層に帰属する可能性が高い。

出土位置を記録した105点の遺物の分布（図2 ． 4）を見ると、立会実施区域のうち南寄りの小さな

窪地からその北東側に大半が集中し、 また立会区域西端の斜面にも多少の遺物が見られる。

土器（図5-1)は両面にRLの原体を横位回転押捺し、外面から円形の深い刺突を垂直に加えた
厚手の口縁付近の破片で、北筒V式とみられる。

剥片石器類のうち石器は2点のみで、残り178点は剥片である。石器のうち1点（図5 3)は腹面

に連続した深い細部調整が入り、一端は背面の細部調整に際して生じたと思われる折れで終わってい

る。両面調整の石器の未成品かと思われる。他の1点（図5－2）は腹面に連続した浅い細部調整が

入るものだが、定形的な石器とは思われない。剥片の多くは石器の細部調整時に生じたと思われる小

型のものである。やや大型の剥片では背面の大半が礫表皮で占められている例が目立つ。

礫石器（図5－4）は流紋岩かと思われる円礫の一側面に打撃痕のあるたたき石である。

礫・礫片はいずれも円磨の進んだ礫面を持ち、材質は安山岩・砂岩・泥岩・珪岩と思われる。同様
のものが付近の段丘堆積物の中にも見られる。

7 まとめ

焼土複数を確認したが、確実に遺構と判断できるものではなかった。 また遺物包含層が遣存してい

たが、遺物の分布範囲は狭く、立会実施区域に収まっていると判断される。以上のことから、立会実

施区域における工事の継続は差し支えないものと判断された。

年代の確定できる遺物が少ないが、層序からみて縄文時代早期中葉以降、晩期中葉以前の遺物包含

層であり、僅かに出土した土器から少なくとも一部は後期初頭のものと考えられる。ほとんどは剥片

石器製作の副産物とみられ、 この段丘上で石器作りがおこなわれたことを示す。土器を含んでいるこ

とから、付近に居住地ないし宿営地があり、 この場所が工作や不用品の廃棄に当てられたとみるのが
妥当であろう。

同時期の遺物は西士狩4遺跡・北明3遺跡でもある程度の量が発見されているが、明確な遺構を伴

っていない。 これら高い段丘上の小規模遺跡の性格解明は今後の課題と考えられる。
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編1991 『清水町上清水2遺跡・共栄3遺跡（2） ・芽室町北明l遺跡』 同センター
編1992 『芽室町北明1遺跡(2) ・音更町西昭和2遺跡・池田町十日川5遺跡』 同センター

佐藤忠雄

編1990 『西士狩4遺跡』 芽室町教育委員会
編1995 『北明3遺跡』 芽室町教育委員会

（西脇対名夫）

表図示遺物一覧
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v 土器

V 剥片石器 （33）
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《
、

コンターは人力掘肖l1終了面(VI層上部）の地形を示す。
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図4 集中部分の遺物分布状況
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